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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。

●● 本書の 内容に つ い て は、本書の 内容に つ い て は、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万一ご 不審な点や誤り 、万一ご 不審な点や誤り 、  記載漏れなど お 気記載漏れなど お 気

付き の 点がご ざ い ま し た ら 、付き の 点がご ざ い ま し た ら 、ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。

！

火災の 原因に な り ま す火災の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は置か ない で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、暖房器具の 近く や 直射日光が あ た る 場所など 、高温の 場所で 使用し た り 放置し ない高温の 場所で 使用し た り 放置し ない

で く だ さ い 。で く だ さ い 。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方はし ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。

感電や 怪我の 原因に な り ま す感電や 怪我の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ重い も の を 載せ る など で 傷を つ け ない で く だ

さ い 。さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない く だ さ い 。内部に 異物を 入れない く だ さ い 。

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら ない で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し ない で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が する など の 異常を 確認し た 場合は、

た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す故障や エ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は、排気口の あ る 機種は、 排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し ない で く だ さ い 。
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

序　 章序　 章　 は じ め に　 は じ め に

序－１ 　 梱包内容の 確認序－１ 　 梱包内容の 確認

Enet-BEnet-B に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 品目数量を ご 確認下さ い 。品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

◆◆ Enet-BEnet-B 本体本体 １ 台１ 台

◆◆ ACAC ケ ー ブ ルケ ー ブ ル 2m2m １ 本１ 本

◆◆ 調歩同期用調歩同期用 R S232CR S232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 1.8m1 . 8m １ 本１ 本

Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス とピ ン オ ス と Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。

Enet-BEnet-B の 各種通信条件設定の 際に 使用し ま す 。の 各種通信条件設定の 際に 使用し ま す 。

詳細は詳細は [ [第第 44 章　 通信条件の 設定章　 通信条件の 設定] ] を ご 参照く だ さ い 。を ご 参照く だ さ い 。

※こ の ケ ー ブ ル は、※こ の ケ ー ブ ル は、 同期信号の 結線が ない た め同期信号の 結線が ない た め BSCBSC 通信に は使用で き ま せ ん 。通信に は使用で き ま せ ん 。

◆◆ タ ー ミ ナ ル ソ フ トタ ー ミ ナ ル ソ フ ト TERM WINTERM WIN CD-R CD-R 11 枚枚

こ の ソ フ ト で 条件設定、こ の ソ フ ト で 条件設定、 簡単な動作確認が 可能で す 。簡単な動作確認が 可能で す 。

動作仕様に つ い て は巻末の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル を 参照下さ い 。動作仕様に つ い て は巻末の ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル を 参照下さ い 。

◆◆ Enet-BEnet-B ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル 本誌本誌 １ 冊１ 冊

序－２ 　 本機の 特徴序－２ 　 本機の 特徴

◆◆ 独立同期式独立同期式 (BSC (BSC手順手順) ) を 用い た シ ス テ ム と 、を 用い た シ ス テ ム と 、イ ー サ ネ ッ トイ ー サ ネ ッ ト  (TCP (TCP//IP) IP) の ネ ッ ト ワ ーの ネ ッ ト ワ ー

ク を 、ク を 、 Enet-BEnet-B を 介し て 、を 介し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る こ と が 出来ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る こ と が 出来ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 側通信プ ロ ト コ ル は、イ ー サ ネ ッ ト 側通信プ ロ ト コ ル は、TCPTCP//IPIPを 内部に 標準で 搭載し て い ま す 。を 内部に 標準で 搭載し て い ま す 。ネ ッネ ッ

ト ワ ー ク 通信は、ト ワ ー ク 通信は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信を 用い てソ ケ ッ ト 通信を 用い て Enet-BEnet-B と 通信を 行い ま す 。と 通信を 行い ま す 。

◆◆ 独立同期側通信プ ロ ト コ ル は、独立同期側通信プ ロ ト コ ル は、 BSCBSC 手順に 基づ い て 通信を 行い ま す 。手順に 基づ い て 通信を 行い ま す 。

◆◆ Enet-BEnet-B は、は、 TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信とソ ケ ッ ト 通信と BSCBSC 手順の そ れぞ れの プ ロ ト コ ル に よ り 受手順の そ れぞ れの プ ロ ト コ ル に よ り 受

信を 行い 、信を 行い 、 そ の デ ー タ 部分を も う 一方の プ ロ ト コ ル で 送信し ま す 。そ の デ ー タ 部分を も う 一方の プ ロ ト コ ル で 送信し ま す 。

TCPTCP//IPIP が コ ネ ク シ ョ ン を 開設し て い る 間に 伝送が 可能で す 。が コ ネ ク シ ョ ン を 開設し て い る 間に 伝送が 可能で す 。

BSCBSC 側は、側は、 パ ケ ッ ト 毎にパ ケ ッ ト 毎に ENQENQ か らか ら EOTEOTま で の 一連の プ ロ ト コ ル を 終了し ま す 。ま で の 一連の プ ロ ト コ ル を 終了し ま す 。

TCPTCP//IPIP 側は側は BSCBSC と 異なり 、と 異なり 、 パ ケ ッ ト 毎に 開設、パ ケ ッ ト 毎に 開設、 切断を 行う こ と はあ り ま せ ん 。切断を 行う こ と はあ り ま せ ん 。
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

◆◆ TCPTCP//IPIPの コ ネ ク シ ョ ン はの コ ネ ク シ ョ ン は TCPTCP//IPIP側と側と BSCBSC側接続機器の ど ち ら か ら も 開設、側接続機器の ど ち ら か ら も 開設、終了終了

が 可能で す 。が 可能で す 。 BSCBSC 側の 機器か ら の 開設、側の 機器か ら の 開設、 切断は切断は 33 種類の モ ー ド が あ り ま す 。種類の モ ー ド が あ り ま す 。

AUTOAUTO モ ー ドモ ー ド   ：： TCPTCP//IPIP未開設の 場合の未開設の 場合の ENQENQ受信で 自動的に 開設を 行っ て か ら 伝受信で 自動的に 開設を 行っ て か ら 伝

送を 行い ま す 。送を 行い ま す 。

LINELINE モ ー ドモ ー ド   ：： DSRDSR//DTRDTR 制御信号を 使用し て制御信号を 使用し て TCPTCP//IPIPの 開設、の 開設、 切断を 行い ま す 。切断を 行い ま す 。

NONNON モ ー ドモ ー ド     ：： BSCBSC 機器側か ら の機器側か ら の TCPTCP//IPIP 開設、開設、 切断は出来ま せ ん 。切断は出来ま せ ん 。

(V1.0(V1.0 と 同じ 動作と 同じ 動作))

◆◆ BSCBSCパ ケ ッ ト を そ の ま ま イ ー サ ネ ッ ト に 送信す る 、パ ケ ッ ト を そ の ま ま イ ー サ ネ ッ ト に 送信す る 、逐一変換機能モ ー ド の 設定が逐一変換機能モ ー ド の 設定が

可能で す 。可能で す 。 (V3.0 (V3.0よ りよ り ))

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト イ ン タ ー フ ェ イ ス は、イ ー サ ネ ッ ト イ ン タ ー フ ェ イ ス は、 Dsub15Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス  (AUI)  (AUI) とと 88 極モ ジ ュ ラ コ ネ極モ ジ ュ ラ コ ネ

ク タク タ  (10BaseT)  (10BaseT) を 持ち ま す 。を 持ち ま す 。

AUI (IEEE802.3AUI (IEEE802.3 に 準拠に 準拠) ) は他社製市販イ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ を 介し て 、は他社製市販イ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ を 介し て 、 ネ ッネ ッ

ト ワ ー ク に 接続し ま す 。ト ワ ー ク に 接続し ま す 。

10BaseT10BaseTはハ ブ を 経由し て 、はハ ブ を 経由し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 接続し ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク に 接続し ま す 。

◆◆ BSCBSC イ ン タ ー フ ェ イ ス は、イ ン タ ー フ ェ イ ス は、 Dsub25Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス  (DTE (DTE 配列配列) ) を 持ち ま す 。を 持ち ま す 。

こ の イ ン タ ー フ ェ イ ス は、こ の イ ン タ ー フ ェ イ ス は、 Enet-BEnet-B の 通信条件、の 通信条件、 各機能の 設定を 行う 際、各機能の 設定を 行う 際、 調歩同調歩同

期チ ャ ン ネ ル と し て も 使用し ま す 。期チ ャ ン ネ ル と し て も 使用し ま す 。

◆◆ Enet-BEnet-B 内部の 通信条件、内部の 通信条件、 各機能の 設定は、各機能の 設定は、 パ ソ コ ン 等調歩同期パ ソ コ ン 等調歩同期 RS232CRS232C 機器を機器を

接続し て 設定を 行い ま す 。接続し て 設定を 行い ま す 。

◆◆ 通信条件、通信条件、 各機能の 設定項目は、各機能の 設定項目は、 お お む ね次の も の が あ り ま す 。お お む ね次の も の が あ り ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

通信速度通信速度 5050 ～～ 19,200bps19,200bps

制御コ ー ド制御コ ー ド ASCII (JIS8) ASCII (JIS8) //EBCDICEBCDIC

IDID IDID の 付加、の 付加、 削除、削除、 IDID 文字列の 設定文字列の 設定

透過性透過性 送信時の 透過／非透過モ ー ド の 選択送信時の 透過／非透過モ ー ド の 選択

((受信時の 透過／非透過モ ー ド は自動認識受信時の 透過／非透過モ ー ド は自動認識))

モ デ ム 対応モ デ ム 対応 半半 22 重、重、 全全 22 重に 対応重に 対応

BCCBCC CRC12CRC12//CRC16CRC16 を 選択可能を 選択可能

タ イ マタ イ マ タ イ ム ア ウ ト 、タ イ ム ア ウ ト 、 リ ト ラ イ の 時間、リ ト ラ イ の 時間、 回数を 任意に 設定可能回数を 任意に 設定可能

TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル

IPIP ア ド レ ス 指定ア ド レ ス 指定

ポ ー ト ア ド レ ス 指定ポ ー ト ア ド レ ス 指定

BSC-TCP/IPBSC-TCP/IP チ ャ ン ネ ル 間チ ャ ン ネ ル 間

テ キ ス ト の コ ー ド 変換テ キ ス ト の コ ー ド 変換 JIS8JIS8//EBCDICEBCDIC//EBCDIKEBCDIK相互相互

◆◆ 通信条件、通信条件、 各設定値は、各設定値は、 Enet-BEnet-B内部の内部の EEPROMEEPROM に 保存さ れ、に 保存さ れ、 電源を 切っ て も そ電源を 切っ て も そ

の 内容は保持さ れま す 。の 内容は保持さ れま す 。
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

序－３ 　 各部の 名称と 働き序－３ 　 各部の 名称と 働き  (LE D (LE D とと SW )SW )

①① BSC TXBSC TX BSCBSC へ の 送信時に 点灯す るへ の 送信時に 点灯す る LEDLED

②②BSC RXBSC RX BSCBSC か ら 受信時に 点灯す るか ら 受信時に 点灯す る LEDLED

③③ TESTTEST STAT1STAT1 とと STAT2STAT2 の 組み合わ せ で テ ス ト 結果を 表示す るの 組み合わ せ で テ ス ト 結果を 表示す る LEDLED

④④ ICMP MSGICMP MSG ICMPICMP の 受信が あ っ た 時に 点灯す るの 受信が あ っ た 時に 点灯す る LEDLED

⑤⑤ CONNECTCONNECT TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れて い る 時に 点灯す るの コ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れて い る 時に 点灯す る LEDLED

⑥⑥ PROGPROG 通信条件、通信条件、 各機能設定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 時に 点灯す る各機能設定の プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 時に 点灯す る LEDLED

⑦⑦ RESET SWRESET SW Enet-BEnet-B を リ セ ッ ト す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チを リ セ ッ ト す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チ

⑧⑧AUIAUI TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル  [AUI [AUI イ ン タ ー フ ェ イ スイ ン タ ー フ ェ イ ス ] (Dsub15] (Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス ))

⑨⑨ 10BaseT10BaseT TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル  [10BaseT] ( [10BaseT] (モ ジ ュ ラ コ ネ ク タモ ジ ュ ラ コ ネ ク タ ))

⑩⑩ BSCBSC BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル  [DTE] (Dsub25 [DTE] (Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス ))

⑪⑪ TESTTEST BSCBSC 及び及び TCPTCP//IPIPの 接続テ ス ト を 開始す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チの 接続テ ス ト を 開始す る 押し ボ タ ン ス イ ッ チ

⑫⑫ PROGPROG プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る 押し ボ タ ン ス イ ッ チプ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る 押し ボ タ ン ス イ ッ チ

SW1

背面

AUI 10BaseT BSC
TEST PROG

⑪⑩⑨⑧ ⑫

前面

Enet-B
BSC TCP/I P PROTOCOL CONVERTER

BSC TEST I CMP

MSG

TCP/I P

CONNECT PROG

RESET

SWTX RX STAT1 STAT2

① ⑦⑥⑤④③②
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◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ：：

イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ BSCBSC チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ：：

独立同期側に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く は、独立同期側に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く は、 コ ネ ク タ 部の 総称コ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ 自機自機：：

Enet-BEnet-B と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位

◆◆ 相手機器相手機器：：

Enet-BEnet-B とと TCPTCP//IPIP ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、 イ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト ワ ー クイ ー サ ネ ッ ト を 介し て ネ ッ ト ワ ー ク

通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称

◆◆ BSCBSC 機器機器：：

BSCBSC チ ャ ン ネ ル に 接続さ れる 、チ ャ ン ネ ル に 接続さ れる 、 BSCBSC 手順を 持つ ホ ス ト を 含む手順を 持つ ホ ス ト を 含む BSCBSC 端末機器の端末機器の

総称総称

◆◆ タ ー ミ ナ ル ソ フ トタ ー ミ ナ ル ソ フ ト TERM WINTERM WIN：：

添付さ れて い る ソ フ ト はパソ コ ン を 使用し て添付さ れて い る ソ フ ト はパソ コ ン を 使用し て Enet-BEnet-Bの プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実行

す る 為に 使用し ま す 。す る 為に 使用し ま す 。 ま た 、ま た 、 通信テ ス ト に も 使用し ま す 。通信テ ス ト に も 使用し ま す 。

キ ー 入力がキ ー 入力が RS232CRS232C に 出力さ れ、に 出力さ れ、 RS232CRS232C か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ：：

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、 各種条件を 設定す る 際の各種条件を 設定す る 際の Enet-BEnet-B の 状態を 言い ま す 。の 状態を 言い ま す 。

◆◆ LFCR ：：

キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バ イ ト 。バ イ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、 LFCR   のの 22 バ イ トバ イ ト

が 付加さ れて い ま す 。が 付加さ れて い ま す 。

序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語

序－４ 　 接続例序－４ 　 接続例

BSCBSC手順を 持つ 大型コ ン ピ ュ ー タ 端末と 市販手順を 持つ 大型コ ン ピ ュ ー タ 端末と 市販AUIAUIイ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ を 介しイ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ を 介し

て 、て 、 イ ー サ ネ ッ ト に 接続し ま す 。イ ー サ ネ ッ ト に 接続し ま す 。  (10BaseT (10BaseTの 場合は、の 場合は、 ハ ブ を 経由ハ ブ を 経由))

Enet-B
AUI

市販
ト ラ ン
シ ー バ

TCP / IP

ソ ケ ッ ト 通信

Ethernet/10BaseT/10Base2/10Base5

BSC手順
BSC機器
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第１ 章　 物理的仕様第１ 章　 物理的仕様

第１ 章第１ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

１ －１ 　 ハ ー ド 構成１ －１ 　 ハ ー ド 構成

１ －２ 　 使用環境、１ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 ±± 00 ～～ 5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～ 8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－ 3030 ～～ 8080℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 ACAC 8585 ～～ 132V (50132V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 消費電力消費電力 AC100VAC100V 8W (8W (標準的なイ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ 装着時標準的なイ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ 装着時))

6W (6W (単体単体))

  TM68301

  TMPZ84C015

　 LANコ ン ト ロ ー ラ   MB86965B   (富士通)

　 RS232Cト ラ ン シ ー バ   MC145406   (モ ト ロ ー ラ ) 相当

  HM628128LP

  HM62256

　 BSCコ ネ ク タ   Dsub25ピ ン メ ス

  AUIイ ン タ ー フ ェ イ ス   (Dsub15ピ ン メ ス )

  10BaseT  (モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ )
　 イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ

  (日立) 相当　 バ ッ フ ァ メ モ リ

　 CPU   (東芝)
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第１ 章　 物理的仕様第１ 章　 物理的仕様

１ －３ 　 形状、１ －３ 　 形状、 重量重量

◆◆ 寸法寸法 幅幅 353mm (353mm (ネ ジ 頭含むネ ジ 頭含む ))

高さ高さ 46mm (46mm (ク ッ シ ョ ン ラ バ ー 含むク ッ シ ョ ン ラ バ ー 含む ))

奥行奥行 200mm (200mm (コ ネ ク タ 突起部含むコ ネ ク タ 突起部含む ))

◆◆ 重量重量 1.8Kg1.8Kg

◆◆ 外観図外観図

縮尺： Free

(単位mm)

前面

Enet-B

4
6

BSC TCP/I P PROTOCOL CONVERTER

BSC TEST I CMP

MSG

TCP/I P

CONNECT PROG

RESET

SWTX RX STAT1 STAT2

SW1

背面

AUI 10BaseT BSC
TEST PROG

2
0
0

353

底面

SERI AL No
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第２ 章　 伝送仕様第２ 章　 伝送仕様

第２ 章第２ 章　 伝送仕様　 伝送仕様

２ －１ 　２ －１ 　 TC PTC P//I PI P プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル

　　 22--11--11　　 AR PAR P に 対す る 応答に 対す る 応答

　　 22--11--22　 パ ケ ッ ト の 識別　 パ ケ ッ ト の 識別

Enet-BEnet-B は、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、 ル ー タ 等が 発行す るル ー タ 等が 発行す る ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト にブ ロ ー ド キ ャ ス ト に

応答し ま す 。応答し ま す 。

次の次の 22 つ の 条件成立で 、つ の 条件成立で 、 ARPARP 応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す 。応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す 。

①① ARPARP で 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ トで 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ ト IPIP と 自機と 自機 IP (STIP) IP (STIP) の 一致の 一致

②② ARPARP 発行元発行元 IPIP と 相手と 相手 IP (HOST) IP (HOST) の 一致の 一致

こ れに よ りこ れに よ り ARPARP発行元は、発行元は、Enet-BEnet-Bの イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出来ま す 。の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出来ま す 。

ま た 、ま た 、 Enet-BEnet-B か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取

得し て い ない 場合は得し て い ない 場合は ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。

Enet-BEnet-B で は、で は、 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を EEPROMEEPROM に 記録し 、に 記録し 、 パ ケ ッ ト 応答可パ ケ ッ ト 応答可

能と なり ま す 。能と なり ま す 。 Enet-BEnet-B は、は、 最大最大 55 組の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 記録出来ま す 。組の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 記録出来ま す 。

但し 、但し 、 後述の ネ ッ ト マ ス ク 、後述の ネ ッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ

ア ド レ ス の 設定を 行っ た 場合は、ア ド レ ス の 設定を 行っ た 場合は、上記と 異なり ま す 。上記と 異なり ま す 。 [4 [4--6 6 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時

のの ARPARP応答応答] ] の 欄を 参照し て 下さ い 。の 欄を 参照し て 下さ い 。

Enet-BEnet-B は、は、 自機あ て の パ ケ ッ ト か 否か の 識別を 行い ま す 。自機あ て の パ ケ ッ ト か 否か の 識別を 行い ま す 。

自機あ て の パ ケ ッ ト と ブ ロ ー ド キ ャ ス ト の み受信し ま す 。自機あ て の パ ケ ッ ト と ブ ロ ー ド キ ャ ス ト の み受信し ま す 。

自機パ ケ ッ ト の チ ェ ッ ク 項目自機パ ケ ッ ト の チ ェ ッ ク 項目

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

DA (DA (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス ) ) と 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致と 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致

SA (SA (ソ ー ズ ア ド レ スソ ー ズ ア ド レ ス ) ) と 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致と 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 一致

◆◆ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

SOURCE (SOURCE (ソ ー ズ ア ド レ スソ ー ズ ア ド レ ス ) ) とと HOST (HOST (相手相手 IPIPア ド レ スア ド レ ス ) ) の 一致の 一致

DEST (DEST (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス ) ) とと STIP (STIP (自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス ) ) の 一致の 一致

◆◆ TCPTCP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

DEST (DEST (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト ) ) とと STSP (STSP (ソ ー ズ ポ ー トソ ー ズ ポ ー ト ) ) の 一致の 一致

SRC (SRC (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) とと STDP (STDP (デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト ) ) の 確認の 確認

不一致の 場合は、不一致の 場合は、 STDPSTDPをを SRCSRC の 値に 変更し ま す 。の 値に 変更し ま す 。  (SRC (SRC を 変更す る サ ー バを 変更す る サ ー バ

が あ る 為そ の 対応が あ る 為そ の 対応))

ま た 、ま た 、 TCPTCP プ ロ ト コ ル のプ ロ ト コ ル の SEQSEQ、、 ACKACK の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

送出パ ケ ッ ト は、送出パ ケ ッ ト は、 相手ア ド レ ス と 適切な相手ア ド レ ス と 適切な SEQSEQ、、 ACKACK を 作成し て 出力し ま す 。を 作成し て 出力し ま す 。
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　　 22 --11--44　 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送受信　 デ ー タ パ ケ ッ ト の 送受信

　　 22--11--55　 コ ネ ク シ ョ ン の 終了　 コ ネ ク シ ョ ン の 終了

　　 22--11--66　　 Enet-BEnet-B か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設と 終了か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設と 終了

　　 22 --11 --33 　 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設　 通信相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) の 発行す るの 発行す る SYNSYNパ ケ ッ ト に 対し て 、パ ケ ッ ト に 対し て 、プ ロ ト コ ル で 応答し て コプ ロ ト コ ル で 応答し て コ

ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。 コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、 イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と BSCBSC 間の 伝送が間の 伝送が

可能と なり ま す 。可能と なり ま す 。

自機あ て の デ ー タ パ ケ ッ ト は、自機あ て の デ ー タ パ ケ ッ ト は、 受信し て受信し て BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ 伝送し ま す 。チ ャ ン ネ ル へ 伝送し ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ の 送信完了で 、チ ャ ン ネ ル へ の 送信完了で 、 適切な適切な ACKACK パ ケ ッ ト を 出力し ま す 。パ ケ ッ ト を 出力し ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル か ら の テ キ ス ト は、チ ャ ン ネ ル か ら の テ キ ス ト は、デ ー タ パ ケ ッ ト と し て イ ー サ ネ ッ ト に 出力し まデ ー タ パ ケ ッ ト と し て イ ー サ ネ ッ ト に 出力し ま

す 。す 。 通信相手機器か ら の通信相手機器か ら の ACKACK パ ケ ッ ト 受信で 、パ ケ ッ ト 受信で 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル に 肯定応答し ま す 。チ ャ ン ネ ル に 肯定応答し ま す 。

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) の 発行す るの 発行す る FINFIN パ ケ ッ ト に 対し て 、パ ケ ッ ト に 対し て 、 プ ロ ト コ ル で 応答し て コプ ロ ト コ ル で 応答し て コ

ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) の 発行す るの 発行す る RSTRSTパ ケ ッ ト で は、パ ケ ッ ト で は、異常処理と し て コ ネ ク シ ョ ン異常処理と し て コ ネ ク シ ョ ン

を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

Enet-BEnet-B上の 何ら か の 異常で 、上の 何ら か の 異常で 、イ ー サ ネ ッ ト 開設維持が 出来ない 場合は、イ ー サ ネ ッ ト 開設維持が 出来ない 場合は、RSTRSTパ ケ ッパ ケ ッ

ト を 発行し ま す 。ト を 発行し ま す 。 異常と は、異常と は、 タ イ ム ア ウ ト や 不適切なパ ケ ッ ト 受信等で す 。タ イ ム ア ウ ト や 不適切なパ ケ ッ ト 受信等で す 。

異常終了の 場合は、異常終了の 場合は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ DISCDISC を 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

未開設時で 開設条件と なっ た 場合に未開設時で 開設条件と なっ た 場合に SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行し 、パ ケ ッ ト を 発行し 、応答し た 相手と コ ネ ク応答し た 相手と コ ネ ク

シ ョ ン を 開設し ま す 。シ ョ ン を 開設し ま す 。

コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と BSCBSC間で ど ち ら か ら で も 伝送が 可能と なり間で ど ち ら か ら で も 伝送が 可能と なり

ま す 。ま す 。 一度開設さ れる と 、一度開設さ れる と 、 再び再び SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行す る 事はあ り ま せ ん 。パ ケ ッ ト を 発行す る 事はあ り ま せ ん 。

開設を 終了す る 条件と なっ た 場合に開設を 終了す る 条件と なっ た 場合に FINFIN パ ケ ッ ト を 発行し て 、パ ケ ッ ト を 発行し て 、 相手の プ ロ ト コ ル 応相手の プ ロ ト コ ル 応

答を 経て 終了し ま す 。答を 経て 終了し ま す 。

TCPTCP//IPIPの プ ロ ト コ ル に よ り 、の プ ロ ト コ ル に よ り 、コ ネ ク シ ョ ン を 終了後コ ネ ク シ ョ ン を 終了後22分間は分間は TIME WAITTIME WAIT遷移と なり 、遷移と なり 、

同じ ポ ー ト へ の 開設が 出来ま せ ん 。同じ ポ ー ト へ の 開設が 出来ま せ ん 。

そ の 間の 動作はそ の 間の 動作は AUOTAUOTモ ー ド で はモ ー ド で は ENQENQ に 対し てに 対し て EOTEOTが 返り ま す 。が 返り ま す 。 LINELINE モ ー ド で はモ ー ド で は

DSRDSR のの HighHig h 応答が あ り ま せ ん 。応答が あ り ま せ ん 。
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２ －２ 　２ －２ 　 B S CB S C プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル

　　 22 --22 --11 　 回線接続、　 回線接続、 テ キ ス ト 送信、テ キ ス ト 送信、 終了終了

回線接続要求

接続承認

テ キ ス ト 送信

テ キ ス ト 承認

終了

PAD

ACK0

ENQ SYN SYNSYN

SYNSYNSYN PAD

PAD

ACK1

ETX SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

PAD EOT SYN SYNSYN

BCC SYNSYNテ キ ス ト

　　 22 --22--22　 分割し て の テ キ ス ト 送信　 分割し て の テ キ ス ト 送信

回線接続要求

接続承認

テ キ ス ト 1送信

テ キ ス ト 承認

PAD

ACK0

ENQ SYN SYNSYN

SYNSYNSYN PAD

PAD

ACK1

ETB SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

BCC SYNSYNテ キ ス ト 1

テ キ ス ト 2送信

テ キ ス ト 承認

終了

PAD

ACK0

ETX SYNSTX

SYNSYNSYN PAD

PAD EOT SYN SYNSYN

BCC SYNSYNテ キ ス ト 2
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　　 22 --22--33　 透過モ ー ド の テ キ ス ト　 透過モ ー ド の テ キ ス ト

　　 22--22--44　 異常時の 動作　 異常時の 動作

BSCBSC 機器間で 、機器間で 、特定の 意味を 持つ 伝送制御キ ャ ラ ク タ そ の も の を デ ー タ と し て 送受特定の 意味を 持つ 伝送制御キ ャ ラ ク タ そ の も の を デ ー タ と し て 送受

信す る 場合に は、信す る 場合に は、 透過モ ー ド に 設定す る 必要が あ り ま す 。透過モ ー ド に 設定す る 必要が あ り ま す 。 透過モ ー ド に 設定す る こ透過モ ー ド に 設定す る こ

と に よ り 、と に よ り 、伝送制御キ ャ ラ ク タ を 含む すべ て の コ ー ド を 送信出来る よ う に なり ま す 。伝送制御キ ャ ラ ク タ を 含む すべ て の コ ー ド を 送信出来る よ う に なり ま す 。

Enet-BEnet-B は、は、 受信テ キ ス ト に 関し て は自動判別し ま す 。受信テ キ ス ト に 関し て は自動判別し ま す 。

回線や 通信機器の 異常に よ り 、回線や 通信機器の 異常に よ り 、 伝送制御キ ャ ラ ク タ や テ キ ス ト が 正し く 送受信出来伝送制御キ ャ ラ ク タ や テ キ ス ト が 正し く 送受信出来

ない 場合が あ り ま す 。ない 場合が あ り ま す 。 Enet-BEnet-B は、は、 こ の 異常を 感知し た り 、こ の 異常を 感知し た り 、 回避す る た め に 再送回回避す る た め に 再送回

数や タ イ マ 値を 自由に 設定す る こ と が 出来ま す 。数や タ イ マ 値を 自由に 設定す る こ と が 出来ま す 。

指定し た 再送回数を 超え る 場合に は、指定し た 再送回数を 超え る 場合に は、 回線異常と 見なし 回線切断を 行い 、回線異常と 見なし 回線切断を 行い 、 異常状態異常状態

が 放置さ れる こ と はあ り ま せ ん 。が 放置さ れる こ と はあ り ま せ ん 。

各条件下で の タ イ マ ー 値、各条件下で の タ イ マ ー 値、リ ト ラ イ 回数は、リ ト ラ イ 回数は、 [4 [4--44　 タ イ マ ー と 回数の 設定　 タ イ マ ー と 回数の 設定] ] 欄を 参照欄を 参照

し て 下さ い 。し て 下さ い 。

透過モ ー ド 例透過モ ー ド 例

　 ↑　 ↑

デ ー タ と し てデ ー タ と し て DLEDLE を 伝送の 場合を 伝送の 場合

※の※の DLEDLE が 付加さ れて 伝送さ れま す 。が 付加さ れて 伝送さ れま す 。

※※

SYN SYN SYN DLE ETXテ キ ス ト PADBCC

テ キ ス ト

STX

DLESYN SYN SYN DLE STX DLE テ キ ス ト ETX PADBCC

DLE

DLE
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２ －３ 　２ －３ 　 TC PTC P//I PI P とと BSCBSC 間の 伝送間の 伝送

　　 22 --33--11　 コ ネ ク シ ョ ン 開設と 伝送　 コ ネ ク シ ョ ン 開設と 伝送

TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル はコ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れ、チ ャ ン ネ ル はコ ネ ク シ ョ ン が 開設さ れ、そ の 状態が 保持さ れて い る 事が 前提そ の 状態が 保持さ れて い る 事が 前提

と なり ま す 。と なり ま す 。

TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン の 開設はイ ー サ ネ ッ ト 側機器か ら とコ ネ ク シ ョ ン の 開設はイ ー サ ネ ッ ト 側機器か ら と Enet-BEnet-Bか ら の 場合が あ りか ら の 場合が あ り

ま す 。ま す 。

こ の 時、こ の 時、 TCPTCP//IP,BSCIP,BSC 間の 双方向の 伝送が 可能と なり ま す 。間の 双方向の 伝送が 可能と なり ま す 。 コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、

Enet-BEnet-B のの CONNECTCONNECT のの LEDLED が 点灯し て い ま す 。が 点灯し て い ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、テ キ ス ト 毎にテ キ ス ト 毎に ENQENQ か ら 始ま る 回線接続を 行い 、か ら 始ま る 回線接続を 行い 、テ キ ス ト 伝送後テ キ ス ト 伝送後

はは EOTEOTで 終結し ま す 。で 終結し ま す 。

伝送例伝送例))

通信相手機器よ り コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行い 、通信相手機器よ り コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行い 、 デ ー タ を 双方向で 通信し ま す 。デ ー タ を 双方向で 通信し ま す 。 デ ーデ ー

タ 伝送終了後、タ 伝送終了後、 通信相手機器よ り 切断を 行い ま す 。通信相手機器よ り 切断を 行い ま す 。

※※ 実際の 伝送に 使用さ れて い る 同期キ ャ ラ ク タ 、実際の 伝送に 使用さ れて い る 同期キ ャ ラ ク タ 、 コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、 ヘ ッ ダ 情報等は、ヘ ッ ダ 情報等は、一部一部

省略し た 形で 記述し て い ま す 。省略し た 形で 記述し て い ま す 。

イ ー サ ネ ッ ト か ら BSCへ

BSCか ら イ ー サ ネ ッ ト へ

イ ー サ ネ ッ ト 側 BSC側

SYN →

ACK of SYN ←
ACK →

DATA(テ キ ス ト )パ ケ ッ ト →

ACK ←

DATA(テ キ ス ト )パ ケ ッ ト ←

ACK →

FIN →

ACK ←

ACK →
FIN ←

→ ENQ

→ EOT

→ STX＋テ キ ス ト ＋ETX＋CRC

← ACK0

← ACK1

← ENQ
→ ACK0

← STX＋テ キ ス ト ＋ETX＋CRC

→ ACK1
← EOT

※イ ー サ ネ ッ ト 側の コ ネ ク

シ ョ ン が 開設さ れて い な

い 時に ,BSCチ ャ ン ネ ル に

受信し た ENQは OPENモ ー ド

の 状態に 従い ま す。

Enet-B

コ ネ ク シ ョ ン 開設

開設成立

コ ネ ク シ ョ ン 切断

タ イ ム ウ ェ イ ト 状態
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　　 22 --33 --22 　 変換さ れ る 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲　 変換さ れ る 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲

プ ロ ト コ ル 変換を 行い 、プ ロ ト コ ル 変換を 行い 、 他方の チ ャ ン ネ ル に 伝送さ れる 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲は、他方の チ ャ ン ネ ル に 伝送さ れる 情報メ ッ セ ー ジ の 範囲は、

TCPTCP//IPIP 側と側と BSCBSC 側で 違い が あ り ま す 。側で 違い が あ り ま す 。

TCPTCP//IPIP 側通信相手機器か ら の 情報メ ッ セ ー ジ は、側通信相手機器か ら の 情報メ ッ セ ー ジ は、 テ キ ス ト デ ー タ 部の み変換さ れ、テ キ ス ト デ ー タ 部の み変換さ れ、

BSCBSC 側に 伝送さ れま す 。側に 伝送さ れま す 。

BSCBSC 機器か ら の 情報メ ッ セ ー ジ は、機器か ら の 情報メ ッ セ ー ジ は、 ヘ ッ ダ 部と テ キ ス ト デ ー タ 部が 変換さ れ、ヘ ッ ダ 部と テ キ ス ト デ ー タ 部が 変換さ れ、 TCPTCP//

IPIP 側に 伝送さ れま す 。側に 伝送さ れま す 。

但し 、但し 、ヘ ッ ダ 部は、ヘ ッ ダ 部は、メ ッ セ ー ジ 標識や 優先順位と い っ た テ キ ス ト に 付随す る 情報で 、メ ッ セ ー ジ 標識や 優先順位と い っ た テ キ ス ト に 付随す る 情報で 、

省か れて い る こ と が あ り ま す 。省か れて い る こ と が あ り ま す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル か らチ ャ ン ネ ル か ら TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ

ヘ ッ ダ 部が 省か れ い る 場合ヘ ッ ダ 部が 省か れ い る 場合

TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル か らチ ャ ン ネ ル か ら BSCBSC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ

テ キ ス ト 部だ け を

抜き 出す

フ レ ー ム チ ェ ッ ク TCP / IPヘ ッ ダ 部テ キ ス ト 部

テ キ ス ト 部を 挿入するテ キ ス ト 部

PAD BCC ETX テ キ ス ト 部 STX SYN

テ キ ス ト 部を 挿入する
テ キ ス ト 部だ け を

抜き 出す

PADBCCETXテ キ ス ト 部STXSYN

テ キ ス ト 部

フ レ ー ム チ ェ ッ クTCP / IPヘ ッ ダ 部 テ キ ス ト 部

ヘ ッ ダ 部が 付加さ れ て い る 場合ヘ ッ ダ 部が 付加さ れ て い る 場合

BSCBSC 機器か ら 受信し た ヘ ッ ダ を 含む 情報メ ッ セ ー ジ は、機器か ら 受信し た ヘ ッ ダ を 含む 情報メ ッ セ ー ジ は、ヘ ッ ダ を 伝送す る テ キ ス トヘ ッ ダ を 伝送す る テ キ ス ト

の 一部と し て 区別せ ず 、の 一部と し て 区別せ ず 、 連続し た 形で連続し た 形で TCP/IPTCP/IP 側に 送信し ま す 。側に 送信し ま す 。

ヘ ッ ダ 、 テ キ ス ト 部を 挿入す る

ヘ ッ ダ 、 テ キ ス ト 部だ け

を 抜き 出す

PADBCCETXテ キ ス ト 部STXSYN

テ キ ス ト 部

フ レ ー ム チ ェ ッ クTCP / IPヘ ッ ダ 部 テ キ ス ト 部

SOH ヘ ッ ダ

ヘ ッ ダ

ヘ ッ ダ

連続し た 形に なる
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　　 22--33--33　 伝送テ キ ス ト の 制限　 伝送テ キ ス ト の 制限

Enet-BEnet-B は、は、 異なる プ ロ ト コ ル の 変換を 行う 為に 、異なる プ ロ ト コ ル の 変換を 行う 為に 、 両方の プ ロ ト コ ル に よ る 伝送テ両方の プ ロ ト コ ル に よ る 伝送テ

キ ス ト の 制限を 受け て し ま い ま す 。キ ス ト の 制限を 受け て し ま い ま す 。

BSCBSC プ ロ ト コ ル に お い て 、プ ロ ト コ ル に お い て 、 特に 指定が ない 限り テ キ ス ト 長の 制限はあ り ま せ ん 。特に 指定が ない 限り テ キ ス ト 長の 制限はあ り ま せ ん 。

TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル に お け る テ キ ス ト 長は、プ ロ ト コ ル に お け る テ キ ス ト 長は、最大最大14601460バ イ ト で す 。バ イ ト で す 。従っ て 、従っ て 、BSCBSCチ ャチ ャ

ン ネ ル か らン ネ ル か ら TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル へ の デ ー タ 伝送に は注意が 必要で す 。チ ャ ン ネ ル へ の デ ー タ 伝送に は注意が 必要で す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル か ら の 大量テ キ ス ト を 受信し た こ と に よ り 、チ ャ ン ネ ル か ら の 大量テ キ ス ト を 受信し た こ と に よ り 、 Enet-BEnet-B は、は、 テ キ ス トテ キ ス ト

部を部を 14601460 バ イ ト づ つ に 区切りバ イ ト づ つ に 区切り TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル に 送信し ま す 。チ ャ ン ネ ル に 送信し ま す 。 Enet-BEnet-B は、は、 通信通信

相手機器か ら の パ ケ ッ ト 受信終了の相手機器か ら の パ ケ ッ ト 受信終了の  " ACK "  " ACK " を 受信し ない 限り 、を 受信し ない 限り 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ

" ACK1 " " ACK1 " を 送信す る こ と が 出来ま せ ん 。を 送信す る こ と が 出来ま せ ん 。

従っ て 、従っ て 、 Enet-BEnet-B のの BSCBSC チ ャ ン ネ ル か ら の テ キ ス ト 受信終了後、チ ャ ン ネ ル か ら の テ キ ス ト 受信終了後、 " ACK1 " " ACK1 " 送信ま で送信ま で

の タ イ ム ラ グ を 、の タ イ ム ラ グ を 、 BSCBSC 機器側で サ ポ ー ト す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。機器側で サ ポ ー ト す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 必要と なり ま す 。

正常伝送例正常伝送例

異常伝送例異常伝送例

タ イ ム ラ グ を 考慮に 入れない 為、タ イ ム ラ グ を 考慮に 入れない 為、 BSCBSC 機器側が 回線切断の 処理を し て し ま う 例機器側が 回線切断の 処理を し て し ま う 例

TCP／IP側 BSC側

分割パ ケ ッ ト 1 ←

ACK →

← ENQ

← EOT

大量テ キ ス ト

→ ACK0

→ ACK1

Enet-B分割パ ケ ッ ト 2 ←

分割パ ケ ッ ト n ←

ACK →

ACK →

こ の タ イ ム ラ グ を
BSC機器側で 管理す
る 必要が あ り ま す。

1460バイ ト に

分割し て 送信

TCP／IP側 BSC側

分割パ ケ ッ ト 1 ←

ACK →

← ENQ

← EOT

大量テ キ ス ト

→ ACK0

Enet-B分割パ ケ ッ ト 2 ←

分割パ ケ ッ ト n ←

ACK →

ACK →

RST ←

← ENQ

← ENQ

← ENQ



1414

第２ 章　 伝送仕様第２ 章　 伝送仕様

　　 22--33--55　 異常時の 動作　 異常時の 動作

◆◆ TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合

通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) よ りよ り RSTRSTパ ケ ッ ト を 受信し た 。パ ケ ッ ト を 受信し た 。

不適切な 受信や タ イ ム ア ウ ト で不適切な 受信や タ イ ム ア ウ ト で Enet-BEnet-B がが RSTRST パ ケ ッ ト を 送信し た 。パ ケ ッ ト を 送信し た 。

こ の 時、こ の 時、 TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 RSTRSTパ ケ ッ ト に よ り コ ネ ク シ ョ ン は切断さ れまパ ケ ッ ト に よ り コ ネ ク シ ョ ン は切断さ れま

す 。す 。

◆◆ BSCBSC チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合チ ャ ン ネ ル 側で 何ら か の 異常が 発生し た 場合

AUTOAUTO モ ー ド 以外でモ ー ド 以外で DISCDISC を 受信し た 。を 受信し た 。

タ イ ム ア ウ ト 、タ イ ム ア ウ ト 、 リ ト ラ イ オ ー バ ー が 発生し た 。リ ト ラ イ オ ー バ ー が 発生し た 。

こ の 時、こ の 時、 伝送途中の 場合は、伝送途中の 場合は、 TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル にチ ャ ン ネ ル に RSTRSTパ ケ ッ ト を 送信し 、パ ケ ッ ト を 送信し 、 コ ネコ ネ

ク シ ョ ン を 切断し ま す 。ク シ ョ ン を 切断し ま す 。

DISCDISCがが BSCBSC機器へ の 波及の みの 場合は、機器へ の 波及の みの 場合は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル にチ ャ ン ネ ル に RSTRSTパ ケ ッ ト は送パ ケ ッ ト は送

信し ま せ ん 。信し ま せ ん 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 タ イ ム ア ウ ト 、タ イ ム ア ウ ト 、 リ ト ラ イ オ ー バ ー の 場合、リ ト ラ イ オ ー バ ー の 場合、 BSCBSC 機器へ機器へ EOTEOT

を 送信し ま す 。を 送信し ま す 。

　　 22--33--44　 優先局　 優先局

TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の ACKACK とと BSCBSC チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の EOTEOTがが Enet-BEnet-B 内で 衝突す る と 、内で 衝突す る と 、 異異

常処理と し て常処理と し て TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ RSTRSTを 送信し 、を 送信し 、ネ ッ ト ワ ー ク の コ ネ ク シ ョ ン を 切ネ ッ ト ワ ー ク の コ ネ ク シ ョ ン を 切

断し ま す 。断し ま す 。

こ の 現象は、こ の 現象は、 ネ ッ ト ワ ー ク 内の ト ラ フ ィ ッ ク が 増加し て い る 時、ネ ッ ト ワ ー ク 内の ト ラ フ ィ ッ ク が 増加し て い る 時、 大量テ キ ス ト 伝送大量テ キ ス ト 伝送

時に 限ら ず 、時に 限ら ず 、 11 パ ケ ッ ト の 伝送時で も 起こ り 得ま す 。パ ケ ッ ト の 伝送時で も 起こ り 得ま す 。

デ ー タ 伝送量に 限ら ず 、デ ー タ 伝送量に 限ら ず 、 双方の 接続機器内の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 、双方の 接続機器内の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 、 タ イ ム ア ウタ イ ム ア ウ

ト 、ト 、 再送回数等の 時間管理を 考慮に 入れ る 対応が 必要で す 。再送回数等の 時間管理を 考慮に 入れ る 対応が 必要で す 。

Enet-BEnet-Bは、は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル 側が 優先局、チ ャ ン ネ ル 側が 優先局、BSCBSCチ ャ ン ネ ル が 非優先局と なり ま す 。チ ャ ン ネ ル が 非優先局と なり ま す 。

従っ て 、従っ て 、 優先順位は、優先順位は、 通信相手機器＞通信相手機器＞ Enet-BEnet-B ＞＞ BSCBSC 機器と なり ま す 。機器と なり ま す 。

双方か ら の 受信双方か ら の 受信 (TCP (TCP//IPIPチ ャ ン ネ ル の デ ー タ パ ケ ッ ト とチ ャ ン ネ ル の デ ー タ パ ケ ッ ト と BSCBSC チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の ENQ) ENQ) がが

同時の 場合は、同時の 場合は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト の 入力を 優先的に 取り 込みチ ャ ン ネ ル か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト の 入力を 優先的に 取り 込み

ま す 。ま す 。

取り 込ん だ デ ー タ を取り 込ん だ デ ー タ を BSCBSC 機器へ 送信す る た め に 、機器へ 送信す る た め に 、 Enet-BEnet-Bよ りよ り ENQENQ を 出力し 、を 出力し 、 BSCBSC

機器に デ ー タ の 受信を 促し ま す 。機器に デ ー タ の 受信を 促し ま す 。
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　　 22--44--11　 逐一変換機能　 逐一変換機能  （ パ ケ ッ ト ス ル ー ）（ パ ケ ッ ト ス ル ー ）   の 動作仕様の 動作仕様

BSCBSC か ら の 受信は、か ら の 受信は、 制御コ ー ド制御コ ー ド  (ENQ (ENQ、、 ACKACK 等等) ) と 電文の ど ち ら も 、と 電文の ど ち ら も 、 先行先行 PADPAD 後方後方

PADPAD を 取り 除き 、を 取り 除き 、 イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 出力さ れま す 。イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 出力さ れま す 。

イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト は、イ ー サ ネ ッ ト の デ ー タ パ ケ ッ ト は、 そ の デ ー タ 部分に 先行そ の デ ー タ 部分に 先行PADPAD 後方後方PADPAD を 付け て 、を 付け て 、

BSCBSC へ 出力し ま す 。へ 出力し ま す 。

BSCBSC の 電文の 電文 ( (テ キ ス トテ キ ス ト ) ) に は、に は、 最後に最後に BCCBCC が 付加さ れて い ま す が 、が 付加さ れて い ま す が 、 BCCBCC チ ェ ッ ク 及チ ェ ッ ク 及

び 付加はび 付加は Enet-BEnet-Bで 行い ま す 。で 行い ま す 。イ ー サ ネ ッ ト 側の 電文イ ー サ ネ ッ ト 側の 電文 ( (テ キ ス トテ キ ス ト ) ) はは STXSTXか ら 始ま り 、か ら 始ま り 、

ETXETXま で と なり 、ま で と なり 、BCCBCCは付き ま せ ん 。は付き ま せ ん 。BSCBSC受信の 電文が受信の 電文が BCCBCCエ ラ ー で あ っ た 場合にエ ラ ー で あ っ た 場合に

は、は、 イ ー サ ネ ッ ト へ は送ら ず にイ ー サ ネ ッ ト へ は送ら ず に BSCBSC にに NAKNAK を 返し ま す 。を 返し ま す 。

Enet-BEnet-B で は、で は、 BCCBCC エ ラ ー 以外のエ ラ ー 以外の BSCBSC プ ロ ト コ ル に は関与し ま せ ん 。プ ロ ト コ ル に は関与し ま せ ん 。 イ ー サ ネ ッ トイ ー サ ネ ッ ト

側で タ イ ム ア ウ ト や再送の プ ロ ト コ ル を 管理する 必要があ り ま す。側で タ イ ム ア ウ ト や再送の プ ロ ト コ ル を 管理する 必要があ り ま す。 ( (こ の モ ー ド で のこ の モ ー ド で の

Enet-BEnet-B は巻末の 状態遷移表に 該当し ま せ ん 。は巻末の 状態遷移表に 該当し ま せ ん 。))

TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ル は、プ ロ ト コ ル は、Enet-BEnet-Bの 他の 使用モ ー ド と 同様に 動作し ま す 。の 他の 使用モ ー ド と 同様に 動作し ま す 。TCPTCP//IPIPデ ーデ ー

タ パ ケ ッ ト に 対し て は、タ パ ケ ッ ト に 対し て は、 TCPTCP//IPIPのの ACKACK パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。 TCPTCP//IPIP上の 通信エ上の 通信エ

ラ ー に はラ ー に は TCPTCP//IPIPプ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル  ( (再送等再送等) ) で 対応し ま す 。で 対応し ま す 。

２ －４ 　 逐一変換で の 伝送２ －４ 　 逐一変換で の 伝送

逐一変換モ ー ド は、逐一変換モ ー ド は、 BSCBSC の 制御パ ケ ッ ト も 含め た す べ て の パ ケ ッ ト を 、の 制御パ ケ ッ ト も 含め た す べ て の パ ケ ッ ト を 、 イ ー サ ネ ッイ ー サ ネ ッ

ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 伝送す る 仕様で す 。ト の デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 伝送す る 仕様で す 。 Enet-BEnet-B は、は、 同期式シ リ ア ル と イ ー同期式シ リ ア ル と イ ー

サ ネ ッ ト と の パ ケ ッ ト コ ン バ ー タ と し て の 機能と なり ま す 。サ ネ ッ ト と の パ ケ ッ ト コ ン バ ー タ と し て の 機能と なり ま す 。

従っ て 、従っ て 、イ ー サ ネ ッ ト 側に 接続さ れる 装置でイ ー サ ネ ッ ト 側に 接続さ れる 装置で BSCBSCプ ロ ト コ ル を 管理す る 必要が あ りプ ロ ト コ ル を 管理す る 必要が あ り

ま す 。ま す 。

従来の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト で 既に従来の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト で 既に BSCBSC プ ロ ト コ ル が 組み込ま れた も の を 、プ ロ ト コ ル が 組み込ま れた も の を 、LANLAN

に 移行す る よ う な場合に 有効な仕様で す 。に 移行す る よ う な場合に 有効な仕様で す 。
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通信の 例　通信の 例　 (TCP(TCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン が 既に 開設さ れて い る と し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン が 既に 開設さ れて い る と し ま す 。))

BSCか ら イ ー サ ネ ッ ト へ

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ENQ]

SYN EOT PAD

データ パケ ッ ト [イ ーサヘッ ダ +STX 電文 ETX]

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK1]

イ ーサACKパケッ ト

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +EOT]

イ ーサACKパケッ ト

SYN ENQ PAD

SYN ACK0 PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD

SYN ACK1 PAD

→

←

→

←

イ ーサACKパケッ ト

←

→

イ ーサACKパケッ ト

→データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK0]

←

イ ーサACKパケッ ト

←

→

←

←

→

→

←

SYN NAK PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD←

→

BSCから の電文が

BCCエ ラ ーの場合

（ イ ーサネッ ト へは出力さ れない）

Enet-B

イ ー サ ネ ッ ト 側 BSC側

イ ー サ ネ ッ ト か ら BSCへ

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ENQ]

SYN EOT PAD

Enet-B
データ パケ ッ ト [イ ーサヘッ ダ +STX 電文 ETX]

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK1]

イ ーサACKパケ ッ ト

データ パケ ッ ト [イ ーサヘッ ダ +EOT]

イ ーサACKパケッ ト

SYN ENQ PAD

SYN ACK0 PAD

SYN STX 電文 ETX BCC PAD

SYN ACK1 PAD

→

←

→

←

イ ーサACKパケッ ト ←

→

イ ーサACKパケッ ト →

データ パケッ ト [イ ーサヘッ ダ +ACK0] ←

イ ーサACKパケッ ト ←

→

→

←

→

→

←
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　　 22 --44 --22 　 逐一変換機能モ ー ド に す る 設定方法　 逐一変換機能モ ー ド に す る 設定方法

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の TRANSTRANS の 項目で 指定し ま す 。の 項目で 指定し ま す 。

　　 TRANSTRANS＝＝AA　 と す る こ と で 逐一変換　 と す る こ と で 逐一変換 ( (パ ケ ッ ト ス ル ーパ ケ ッ ト ス ル ー ) ) モ ー ド と なり ま す 。モ ー ド と なり ま す 。

◆◆ BSCBSC 関係の 有効な項目関係の 有効な項目

TRANSTRANS ＝＝ AA の 設定と す るの 設定と す る

BPSBPS ：： BSCBSC の 通信速度の 通信速度

BCCBCC ：： CRC16CRC16//CCITT (CCITT (必ず必ず BSCBSC 通信に 一致す る 方を 選択通信に 一致す る 方を 選択))

CODECODE ：： EBCDICEBCDIC//JIS8 (JIS8 (必ず必ず BSCBSC の 制御コ ー ド 系に 一致す る 方を 選択の 制御コ ー ド 系に 一致す る 方を 選択))

DUPDUP ：： FULLFULL//HALFHALF

EOTEOT ：： EOTEOT//DISCDISC

T1T1 ：： STXSTX ～～ ETXETX ま で の タ イ ム ア ウ トま で の タ イ ム ア ウ ト

T4T4 ：： 受信テ キ ス ト 挿入の受信テ キ ス ト 挿入の SYNSYN タ イ ム ア ウ トタ イ ム ア ウ ト

T10T10 ：： 送信不可能監視タ イ ム ア ウ ト送信不可能監視タ イ ム ア ウ ト

N5N5 ：： 送信先頭に 付加す る送信先頭に 付加す る SYNSYN の 数の 数

OPENOPEN ＝＝ AUTOAUTO ：： BSCBSC か らか ら ENQENQ 受信時に受信時に TCPTCP//IPIP未開設なら 開設を 実行し ま す 。未開設なら 開設を 実行し ま す 。

OPENOPEN ＝＝ NONNON ：： TCPTCP//IPIP 未開設で の未開設で の BSCBSC 受信に は受信に は DISCDISC を 返し ま す 。を 返し ま す 。

　　 (OPEN(OPEN ＝＝ LINELINE で は使用出来ま せ ん 。で は使用出来ま せ ん 。 設定し ない で 下さ い 。設定し ない で 下さ い 。))

上記以外の 設定項目は意味を 持ち ま せ ん 。上記以外の 設定項目は意味を 持ち ま せ ん 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 関係の 無効な項目イ ー サ ネ ッ ト 関係の 無効な項目

TCPDTCPD は無効で す 。は無効で す 。

そ の 他の 項目は有効で す 。そ の 他の 項目は有効で す 。

２ －５ 　２ －５ 　 I C M PI C M P の 受信の 受信

Enet-BEnet-Bは、は、TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル にチ ャ ン ネ ル に ICMPICMPエ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 受信す る と 、エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 受信す る と 、ICMP MSGICMP MSG

のの LEDLED を 点灯さ せ 、を 点灯さ せ 、 そ の 状況を 知ら せ ま す 。そ の 状況を 知ら せ ま す 。

こ の 時、こ の 時、 Enet-BEnet-B は、は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ EOTEOTを 送信し 、を 送信し 、 BSCBSC 機器と の 回線を 切断し機器と の 回線を 切断し

ま す 。ま す 。TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル へ はチ ャ ン ネ ル へ は RSTRSTパ ケ ッ ト を 送信し 、パ ケ ッ ト を 送信し 、通信相手機器と の コ ネ ク シ ョ通信相手機器と の コ ネ ク シ ョ

ン を 終了し ま す 。ン を 終了し ま す 。

ま た 、ま た 、 受信し た受信し た ICMPICMPエ ラ ー メ ッ セ ー ジ の 内容はエ ラ ー メ ッ セ ー ジ の 内容は EEPROMEEPROM に 保存さ れ、に 保存さ れ、 保存さ れた保存さ れた

メ ッ セ ー ジ が 消え る ま でメ ッ セ ー ジ が 消え る ま で LEDLEDは点灯し 続け ま す 。は点灯し 続け ま す 。 ( (次回電源投入時、次回電源投入時、リ セ ッ ト 後もリ セ ッ ト 後も ) ) 保保

存さ れた存さ れた ICMPICMPエ ラ ー メ ッ セ ー ジ の 消去に つ い て は、エ ラ ー メ ッ セ ー ジ の 消去に つ い て は、 [4 [4--22--7] 7] を 参照下さ い 。を 参照下さ い 。

なお 、なお 、ICMPICMPのの LEDLEDが 点灯し て い て も コ ネ ク シ ョ ン を 再開し て 伝送す る こ と は可能でが 点灯し て い て も コ ネ ク シ ョ ン を 再開し て 伝送す る こ と は可能で

す 。す 。



1818

第２ 章　 伝送仕様第２ 章　 伝送仕様

Enet-BEnet-B は、は、 通信相手機器の 発行す る通信相手機器の 発行す る ICMPICMP のの echoecho 要求に 対し て 応答し ま す 。要求に 対し て 応答し ま す 。 通信通信

相手機器の相手機器の UNIXUNIX ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン よ りワ ー ク ス テ ー シ ョ ン よ り  " p ing  "  " p ing  " コ マ ン ド を 発行す る こ と に よ り 、コ マ ン ド を 発行す る こ と に よ り 、

Enet-BEnet-B と の 通信状態を 確認す る こ と が 出来ま す 。と の 通信状態を 確認す る こ と が 出来ま す 。

サ ン マ イ ク ロ 社製サ ン マ イ ク ロ 社製 SPARC sta tion2SPARC sta tion2 を 使用し たを 使用し た  " p ing  "  " p ing  " の 例の 例

% Ping  % Ping  --s ENETs ENET--BB

PING  ENETPING  ENET--B : 56 d a ta  b ytesB : 56 d a ta  b ytes

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 0. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 0. time2.msec

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 1. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 1. time2.msec

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 2. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 2. time2.msec

64b ytes from  ENET64b ytes from  ENET--B (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 3. time2.msecB (192. 9 . 200. 100) :  icmp _ seq = 3. time2.msec

^ c^ c

------ENET------ENET--B PING Statistics------B PING Statistics------

4 p ackets transm itted , 4 p ackets receieved , 0%  p acket loss4 p ackets transm itted , 4 p ackets receieved , 0%  p acket loss

roundround --trip  (ms) m intrip  (ms) m in//avfavf//max = 2max = 2//22//22

%%

%%

※※ " echo" echo//hosts " hosts " と い う フ ァ イ ル に 接続確認し た いと い う フ ァ イ ル に 接続確認し た い Enet-BEnet-B のの IPIP ア ド レ ス と 機器名ア ド レ ス と 機器名

を 既に 登録し て い ま す 。を 既に 登録し て い ま す 。

※※ " ping  " " p ing  " コ マ ン ド の 詳細に つ い て は、コ マ ン ド の 詳細に つ い て は、 各ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の マ ニ ュ ア ル を 参照各ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の マ ニ ュ ア ル を 参照

下さ い 。下さ い 。

ご 注意ご 注意 Information Request Information Request //ReplyReply

Timestamp Timestamp //Timestamp ReplyTimestamp Reply

Address Mask Request Address Mask Request //Reply Reply に は対応し て お り ま せ ん 。に は対応し て お り ま せ ん 。

Enet-BEnet-B の 受信可能なの 受信可能な ICMPICMP エ ラ ー メ ッ セ ー ジ は、エ ラ ー メ ッ セ ー ジ は、 以下の 通り で す 。以下の 通り で す 。

タ イ プタ イ プ 33 Destina tion  Unreacheab leDestina tion  Unreacheab le

タ イ プタ イ プ 44 Source QuenchSource Quench

タ イ プタ イ プ 55 Red irectRed irect

タ イ プタ イ プ 1 11 1 Tim e Exceed edTim e Exceed ed

タ イ プタ イ プ 1 21 2 Pa ram eter Prob lemPa ram eter Prob lem

※※ ICMPICMPエ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 受信し た 以降の 通信に つ い て は、エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 受信し た 以降の 通信に つ い て は、シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者 ( (ス ース ー

パ ユ ー ザパ ユ ー ザ ) ) 等と 相談し て 対応し て 下さ い 。等と 相談し て 対応し て 下さ い 。

尚、尚、 タ イ プタ イ プ 33 の エ ラ ー の 場合は、の エ ラ ー の 場合は、 コ ー ド 別の エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 保存さ れま す 。コ ー ド 別の エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が 保存さ れま す 。
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  第３ 章第３ 章　 機器の 接続　 機器の 接続

３ －１ 　３ －１ 　 TC PTC P//I PI P チ ャ ン ネ ル の 接続チ ャ ン ネ ル の 接続

　　 33--11--11　　 AU IAU I イ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ン

　　 33--11--22　　 10Ba seT10Ba seT イ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ン

Enet-BEnet-B のの TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス はチ ャ ン ネ ル イ ン タ ー フ ェ イ ス は 22 種類の ど ち ら か を 使用し ま す 。種類の ど ち ら か を 使用し ま す 。

AUIAUI ポ ー トポ ー ト  (Dsub15 (Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス ) ) は市販他社製イ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ を 介し て 、は市販他社製イ ー サ ネ ッ ト ト ラ ン シ ー バ を 介し て 、

10Base210Base2、、 10Base510Base5 の イ ー サ ネ ッ ト に 接続し て 下さ い 。の イ ー サ ネ ッ ト に 接続し て 下さ い 。

10BaseT (10BaseT (モ ジ ュ ラ コ ネ ク タモ ジ ュ ラ コ ネ ク タ ) ) はは 10BaseT10BaseTの ハ ブ に 接続し て 下さ い 。の ハ ブ に 接続し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 両方同時に 使用し ない で く だ さ い 。両方同時に 使用し ない で く だ さ い 。

→は本機か ら の 出力→は本機か ら の 出力

←は本機へ の 入力←は本機へ の 入力

そ の 他の ピ ン は未接続そ の 他の ピ ン は未接続

→は本機か ら の 出力→は本機か ら の 出力

←は本機へ の 入力←は本機へ の 入力

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

2 制御入力＋ ← 衝突表示線＋

3 デ ー タ 出力＋ → 送信線＋

5 デ ー タ 入力＋ ← 受信線＋

6 電流コ モ ン － 電源の 共通帰線

9 制御入力－ ← 衝突表示線－

10 デ ー タ 出力－ → 送信線－

12 デ ー タ 入力－ ← 受信線－

13 正電圧 → 電源 (＋12V)

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1 デ ー タ 出力＋ → 送信線＋

2 デ ー タ 出力－ → 送信線－

3 デ ー タ 入力＋ ← 受信線＋

4 NC － 未接続　

5 NC － 未接続　

6 デ ー タ 入力－ ← 送信線－

7 NC － 未接続　

8 NC － 未接続　
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３ －２ 　３ －２ 　 B S CB S C チ ャ ン ネ ル の 接続チ ャ ン ネ ル の 接続

　　 33--22--11　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ンチ ャ ン ネ ル ピ ン ア サ イ ン

　　 33--22--22　　 BSCBSC 信号名信号名

方向→は本機か ら の 出力方向→は本機か ら の 出力

方向←は本機へ の 入力方向←は本機へ の 入力

そ の 他の ピ ン は未接続そ の 他の ピ ン は未接続

Enet-BEnet-B のの BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 DTEDTE 配列と な っ て い ま す 。配列と な っ て い ま す 。

ピ ン 番号 信号名 方向

1 FG －

2 TXD →

3 RXD ←

4 RTS →

5 CTS ←

6 DSR ←

7 SG －

8 CD ←

15 ST2 ←

17 RXC ←

20 DTR →

24 ST1 →

ピ ン 番号 信号名 回路符号 JIS 説　 　 明

1 F.G AA FG 　 フ レ ー ム グ ラ ン ド

2 TXD BA SD 　 送信デ ー タ

3 RXD BB RD 　 受信デ ー タ

4 RTS CA RS 　 送信要求

5 CTS CB CS 　 送信可能

6 DSR CC DR 　 デ ー タ セ ッ ト レ デ ィ

7 S.G AB SG 　 シ グ ナ ル グ ラ ン ド

8 CD CF CD 　 キ ャ リ ア 検出

15 ST2 DB ST2 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

17 RXC DD RT 　 受信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ

20 DTR CD ER 　 デ ー タ 端末レ デ ィ

24 ST1 DA ST1 　 送信信号エ レ メ ン ト タ イ ミ ン グ
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　　 33--22--33　　 BSCBSC 機器へ の 接続機器へ の 接続

◆◆ 外部機器が外部機器が DTEDTE の 時　 →　 ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続す るの 時　 →　 ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続す る

◆◆ 外部機器が外部機器が DCEDCE の 時　 →　 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル で 接続す るの 時　 →　 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル で 接続す る

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)

(ST1 )

(TXD )

(RXD)
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(CTS)

(DSR)
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(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

15

17

20

24
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(DTR)

1
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3
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7

8
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24

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)
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(RXD)
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(CTS)
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8

15

17

20

24



2222

第３ 章　 機器の 接続第３ 章　 機器の 接続

３ －３ 　 接続テ ス ト３ －３ 　 接続テ ス ト

Enet-BEnet-B は、は、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 、チ ャ ン ネ ル 、 TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル そ れぞ れ独立し た 接続テ ス ト の 機チ ャ ン ネ ル そ れぞ れ独立し た 接続テ ス ト の 機

能を 搭載し て い ま す 。能を 搭載し て い ま す 。

　　 33--33--11　　 TC PTC P//IPIP チ ャ ン ネ ル 接続テ ス トチ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト

　　 33--33--22　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 接続テ ス トチ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト

Enet-BEnet-B リ ア パ ネ ル 部のリ ア パ ネ ル 部の  [TEST SW]  [TEST SW] をを 33 秒以上押し 続け る と秒以上押し 続け る と STAT1STAT1 とと 22 のの LEDLED がが

点滅を 開始し ま す 。点滅を 開始し ま す 。 点滅し た ら 離し て 下さ い 。点滅し た ら 離し て 下さ い 。 　　 Enet-BEnet-B は、は、 ネ ッ ト ワ ー ク 通信相ネ ッ ト ワ ー ク 通信相

手機器へ手機器へ ICMP echoICMP echo 要求を 出力し ま す 。要求を 出力し ま す 。 　　 echoecho 要求出力中は、要求出力中は、 LED TEST STAT1,2LED TEST STAT1,2

が 同時に 点滅し ま す 。が 同時に 点滅し ま す 。 　 結果は、　 結果は、 数数 1010 秒後に秒後に LED TEST STAT1,2LED TEST STAT1,2 の 組合わ せ で 表示の 組合わ せ で 表示

し ま す 。し ま す 。

尚、尚、 BSC-TCPBSC-TCP//IPIP 間で 通信中は、間で 通信中は、 こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。

通信し て い な い 場合で 、通信し て い な い 場合で 、 コ ネ ク シ ョ ン 開設中に こ の テ ス ト ス イ ッ チ が 押さ れる と 、コ ネ ク シ ョ ン 開設中に こ の テ ス ト ス イ ッ チ が 押さ れる と 、

コ ネ ク シ ョ ン は終了し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン は終了し ま す 。　　 こ の テ ス ト 後は通常状態に は自動復帰し ない の で 、こ の テ ス ト 後は通常状態に は自動復帰し ない の で 、フフ

ロ ン ト パ ネ ル 部ロ ン ト パ ネ ル 部 RESET SWRESET SW を 押し て 終了し て 下さ い 。を 押し て 終了し て 下さ い 。 　　 ICMPICMP 出力を 繰り 返す こ と出力を 繰り 返す こ と

は可能で す 。は可能で す 。 　　 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 側は無応答と なり 、チ ャ ン ネ ル 側は無応答と なり 、 BSCBSC チ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト も 行チ ャ ン ネ ル 接続テ ス ト も 行

え ま せ ん 。え ま せ ん 。

Enet-BEnet-B リ ア パ ネ ル 部のリ ア パ ネ ル 部の  [TEST SW]  [TEST SW] をを 33 秒以内で 、秒以内で 、 押下し て 下さ い 。押下し て 下さ い 。

BSCBSCプ ロ ト コ ル に 従い 、プ ロ ト コ ル に 従い 、テ ス ト テ キ ス ト を ス イ ッ チテ ス ト テ キ ス ト を ス イ ッ チ 11回の 押下に つ き 、回の 押下に つ き 、11回出力し ま回出力し ま

す 。す 。 テ ス ト テ キ ス ト フ ォ ー マ ッ ト は、テ ス ト テ キ ス ト フ ォ ー マ ッ ト は、

BSCBSC △△ TESTTEST △△ DATA DATA LFCR

((△はス ペ ー ス 、△はス ペ ー ス 、  LFCR   はキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン 、はキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン 、ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ) ) で す 。で す 。

接続さ れて い る接続さ れて い る BSCBSC 機器で 受信す る か 確認を 行っ て 下さ い 。機器で 受信す る か 確認を 行っ て 下さ い 。 　　 なお 、なお 、 BSC-TCPBSC-TCP//IPIP

間で 通信中は、間で 通信中は、こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。こ の テ ス ト ス イ ッ チ を 受け 付け ま せ ん 。　 テ キ ス ト　 テ キ ス ト 11回出力後は、回出力後は、通通

常状態に 戻り ま す 。常状態に 戻り ま す 。　 ま た 、　 ま た 、BSCBSCテ ス ト 中にテ ス ト 中に TCPTCP//IPIPチ ャ ン ネ ル に 受信が あ っ た 場合チ ャ ン ネ ル に 受信が あ っ た 場合

はは TCPTCP//IPIP チ ャ ン ネ ル へチ ャ ン ネ ル へ RSTRSTを 発行し ま す 。を 発行し ま す 。

STAT1 STAT2

点灯

交互点滅

点灯

滅灯

点灯

点灯

交互点滅

点灯

滅灯

(点滅)

ICMP echo 要求20回に 対し て 20回の 応答が あ っ た 時(正常)

ICMP echo要求20回に 対し て 1～20回未満応答が あ っ た 時

ICMP echo 要求20回に 対し て 応答無し (0 ) の 時

相手機器イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 未登録で 、 ICMP echo要求前

に ARP要求を 出力し た が 無応答で 、 相手機器を 特定で き な い 時

相手機器、 IPア ド レ ス 等の 設定必要項目が 未設定の 時
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  第４ 章　第４ 章　 通信条件の 設定通信条件の 設定

４ －１ 　 通信条件設定の 為の 接続４ －１ 　 通信条件設定の 為の 接続

Enet-BEnet-B は、は、 リ ア パ ネ ル 部のリ ア パ ネ ル 部の  [PROG SW]  [PROG SW] を 押下す る こ と に よ り 、を 押下す る こ と に よ り 、 Enet-BEnet-B の 通信の 通信

条件、条件、 各機能の 設定を 行う各機能の 設定を 行う  [ [プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ] ] に なり ま す 。に なり ま す 。

こ の 時こ の 時 Enet-BEnet-B のの BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 非同期非同期 RS232CRS232C と し て 動作し ま す の で 、と し て 動作し ま す の で 、 タ ータ ー

ミ ナ ル 機能を 持つ 端末ミ ナ ル 機能を 持つ 端末 ( (パ ソ コ ン 等パ ソ コ ン 等) ) を 標準添付非同期を 標準添付非同期RS232CRS232Cケ ー ブ ル で 接続し てケ ー ブ ル で 接続し て

く だ さ い 。く だ さ い 。

尚尚、、 標準添付の ク ロ ス ケ ー ブ ル は、標準添付の ク ロ ス ケ ー ブ ル は、 以下の ピ ン ア サ イ ン と なっ て い ま す 。以下の ピ ン ア サ イ ン と なっ て い ま す 。 こ の ピ ンこ の ピ ン

配列と 異なる 機器を 接続す る 場合は、配列と 異なる 機器を 接続す る 場合は、 そ れぞ れの 機器の ピ ン 配列を 参照し て ケ ー ブそ れぞ れの 機器の ピ ン 配列を 参照し て ケ ー ブ

ル の 結線を 行っ て 下さ い 。ル の 結線を 行っ て 下さ い 。

外部機器が外部機器が Dsub9Dsub9ピ ンピ ン DOS/VDOS/V機器等時　 →　 ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続す る機器等時　 →　 ク ロ ス ケ ー ブ ル で 接続す る  ( (標準添付標準添付))

外部機器が外部機器が DCEDCE の 時　 →　 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル で 接続す るの 時　 →　 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル で 接続す る

Enet-B 外部機器(GND)

(C D)

(TXD)

(RXD)

(RTS)

(CTS)

(DSR)

(GND)

(DTR)

1

2

3

4

5

6

7

8

20

(C D )

(CTS)

(RXD)

(TXD )

(DTR)

(GND)

(DSR)

(RTS)

(R I)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(R I)22

※25ピ ン 1(FG)と 両コ ネ ク タ の シ ェ ル も 接続さ れて い ま す。

Enet-B 外部機器(GND)
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４ －２ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド４ －２ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド

　　 44 --22--11　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 起動　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 起動

接続す る パ ソ コ ン が接続す る パ ソ コ ン が WindowsWindowsの 環境下に あ る 場合は、の 環境下に あ る 場合は、標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト

が 使用出来ま す 。が 使用出来ま す 。

こ の 時のこ の 時の BSCBSCチ ャ ン ネ ル の 通信条件は固定で す 。チ ャ ン ネ ル の 通信条件は固定で す 。接続す る 非同期機器の 通信条件を接続す る 非同期機器の 通信条件を

以下の 条件に 合わ せ て 下さ い 。以下の 条件に 合わ せ て 下さ い 。

通信速度通信速度：： 9600BPS9600BPS、、 データ 長データ 長：： 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 11 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 パリ テ ィパリ テ ィ ：： 無し無し

非同期機器と の 接続、非同期機器と の 接続、 通信条件の 設定を 終了後、通信条件の 設定を 終了後、 Enet-BEnet-B リ ア パ ネ ル 部のリ ア パ ネ ル 部の  [PROG [PROG

SW] SW] を 押下し て 下さ い 。を 押下し て 下さ い 。 こ の ス イ ッ チ が 押下さ れる とこ の ス イ ッ チ が 押下さ れる と BSCBSC チ ャ ン ネ ル は、チ ャ ン ネ ル は、 Enet-BEnet-B

の 通信条件、の 通信条件、 各機能の 設定用チ ャ ン ネ ル と なり 、各機能の 設定用チ ャ ン ネ ル と なり 、 接続さ れた 非同期機器へ 現在の 設接続さ れた 非同期機器へ 現在の 設

定条件を 表示し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド定条件を 表示し て プ ロ グ ラ ム モ ー ド  ( (設定編集モ ー ド設定編集モ ー ド ) ) に 入り ま す 。に 入り ま す 。

操作方法は、操作方法は、 [4 [4--22　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

各設定項目の 詳細は、各設定項目の 詳細は、 [4 [4--33　 設定項目説明　 設定項目説明] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 BSCBSC チ ャ ン ネ ル の ま ま 、チ ャ ン ネ ル の ま ま 、 BSCBSC プ ロ ト コ ル に よ る 条件設定の 変更は出来ま せプ ロ ト コ ル に よ る 条件設定の 変更は出来ま せ

ん 。ん 。 必ず 非同期機器を 接続の 上、必ず 非同期機器を 接続の 上、 条件設定の 変更を 行っ て 下さ い 。条件設定の 変更を 行っ て 下さ い 。

[4[4--11　 通信条件設定の 為の 結線　 通信条件設定の 為の 結線] ] を 参考に し て 非同期機器と 接続後、を 参考に し て 非同期機器と 接続後、Enet-BEnet-Bリ ヤ パリ ヤ パ

ネ ル 部のネ ル 部の  [PROG SW]  [PROG SW] を 押下し ま す 。を 押下し ま す 。

非同期機器へ非同期機器へ <<<PROGRAM MODE>>><<<PROGRAM MODE>>> の メ ッ セ ー ジ を 送信し 、の メ ッ セ ー ジ を 送信し 、設定モ ー ド へ 入っ設定モ ー ド へ 入っ

た こ と を 知ら せ ま す 。た こ と を 知ら せ ま す 。 こ の メ ッ セ ー ジ に 引き 続い て 現在設定さ れて い る 内容を 送信こ の メ ッ セ ー ジ に 引き 続い て 現在設定さ れて い る 内容を 送信

し ま す 。し ま す 。

こ の 時、こ の 時、 非同期機器上で 動作す る ソ フ ト は、非同期機器上で 動作す る ソ フ ト は、 標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト の よ う に標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト の よ う に

送信さ れて き た メ ッ セ ー ジ 、送信さ れて き た メ ッ セ ー ジ 、現在の 設定状況を現在の 設定状況を CRTCRTへ 表示出来る 機能を 持つ こ と をへ 表示出来る 機能を 持つ こ と を

お 薦め し ま す 。お 薦め し ま す 。

Enet-B

TCP/IP

チ ャ ン ネ ル

BSC

チ ャ ン ネ ル
PC

標準添付非同期

RS232Cク ロ ス ケ ー ブ ル

TERM WIN CD-R
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　　 44--22--22　 コ マ ン ド　 コ マ ン ド

ま た 、ま た 、 こ の 後の 設定値の 変更も す べ て 対話形式に なっ て お り 、こ の 後の 設定値の 変更も す べ て 対話形式に なっ て お り 、 画面に 表示さ れる 設画面に 表示さ れる 設

定項目、定項目、 内容を 確認し なが ら の 入力と なり ま す 。内容を 確認し なが ら の 入力と なり ま す 。

以下の 設定に 関す る 記述は、以下の 設定に 関す る 記述は、 全て 標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し て の 解説と全て 標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し て の 解説と

なり ま す 。なり ま す 。

ご 参考ご 参考 WindowsWindows マ シ ン で は、マ シ ン で は、 OSOS 標準添付の ハ イ パ ー タ ー ミ ナ ル が 使用出来ま す 。標準添付の ハ イ パ ー タ ー ミ ナ ル が 使用出来ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、EnterEnterキ ー でキ ー で   LFCR   コ ー ド が 出る よ う にコ ー ド が 出る よ う に  [ [行末に 改行文字を 付け な行末に 改行文字を 付け な

いい ] ] と し て く だ さ い 。と し て く だ さ い 。

設定条件の 変更は、設定条件の 変更は、 タ ー ミ ナ ル か ら の コ マ ン ド に よ り 行い ま す 。タ ー ミ ナ ル か ら の コ マ ン ド に よ り 行い ま す 。

ASCIIASCII 文字列か ら な る コ マ ン ド は 最後に文字列か ら な る コ マ ン ド は 最後に CRCR とと LF (LF (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ／ラ イ ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ／ラ イ ン

フ ィ ー ドフ ィ ー ド ) ) のの 22 キ ャ ラ ク タ を 付け る 必要が あ り ま す 。キ ャ ラ ク タ を 付け る 必要が あ り ま す 。

こ の マ ニ ュ ア ル で はこ の マ ニ ュ ア ル で は CRCR ＋＋ LFLF をを   LFCR   で 表し ま す 。で 表し ま す 。

　　 44--22--33　 設定状況表示　 設定状況表示

現在設定さ れて い る 内容は、現在設定さ れて い る 内容は、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中い つ で も 確認で き ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド 中い つ で も 確認で き ま す 。

タ ー ミ ナ ル か ら コ マ ン ド 文字列の 付か ないタ ー ミ ナ ル か ら コ マ ン ド 文字列の 付か ない   LFCR   の みを 送信する 事に よ り そ の 時の 設の みを 送信する 事に よ り そ の 時の 設

定内容を 表示し ま す 。定内容を 表示し ま す 。

((標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト は、標準添付の タ ー ミ ナ ル ソ フ ト は、 リ タ ー ン キ ー の 設定をリ タ ー ン キ ー の 設定を CRCR の みかの みか CRCR ＋＋LFLFか に 設か に 設

定す る こ と が 出来ま す 。定す る こ と が 出来ま す 。 タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で は、タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で は、 CRCR ＋＋ LFLF に 設定後、に 設定後、 リ タ ー ン キ ーリ タ ー ン キ ー

を 押下す る こ と に よ り 設定内容の 確認が 容易に 行え ま す 。を 押下す る こ と に よ り 設定内容の 確認が 容易に 行え ま す 。))

各項目はコ マ ン ド で の 入力と 同様な書式で 表示さ れま す 。各項目はコ マ ン ド で の 入力と 同様な書式で 表示さ れま す 。

但し 、但し 、 ESCESC キ ー 押下げ あ る い はキ ー 押下げ あ る い は END END LFCR   を 実行す る ま で は設定内容の 決定と は見を 実行す る ま で は設定内容の 決定と は見

なさ れま せ ん 。なさ れま せ ん 。

ESCESCキ ー 押下げ あ る い はキ ー 押下げ あ る い は ENDENDコ マ ン ド の 実行前に 電源を 切る と 、コ マ ン ド の 実行前に 電源を 切る と 、そ れま で の 編集はそ れま で の 編集は

無効と なり ま す 。無効と なり ま す 。
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　　 44--22--44　 編集方法　 編集方法

　　 44 --22--55　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了

項目＝設定値項目＝設定値  LFCR   のの   様に 入力し ま す 。様に 入力し ま す 。

例例)) BPSBPS ＝＝ 96009600  LFCR

IDID ＝＝ EE  LFCR

BCCBCC ＝＝ CRC 16CRC 16  LFCR

規定さ れて いないコ マ ン ド あ る い は、規定さ れて いないコ マ ン ド あ る い は、設定不可能な値を 入力し た 場合設定不可能な値を 入力し た 場合 [ [？？] ] を 返し ま す。を 返し ま す。

設定値の 変更はさ れま せん ので 、設定値の 変更はさ れま せん ので 、再度コ マ ン ド 文字列や値を 確認し て 入力し て 下さ い 。再度コ マ ン ド 文字列や値を 確認し て 入力し て 下さ い 。

*** BSC ****** BSC ***

BPS=  9600BPS=  9600 TRANS=DTRANS=D BCC=CRC16BCC=CRC16 ID=DID=D MAX=1460MAX=1460

CODE=JIS8CODE=JIS8 DATA=JIS8DATA=JIS8 DUP=FULLDUP=FULL CD=DCD=D EOT=EEOT=E

T1=06.0T1=06.0 <RX:STX-BCC><RX:STX-BCC> T2=03.0T2=03.0 <TX:TEXT-ACK1><TX:TEXT-ACK1>

T3=03.0T3=03.0 <TX:ENQ-ACK0><TX:ENQ-ACK0> T4=03.0T4=03.0 <RX:TIME FILLER><RX:TIME FILLER>

T5=01.0T5=01.0 <TX:TIME FILLER><TX:TIME FILLER> T6=04.0T6=04.0 <RX:ACK0-TEXT><RX:ACK0-TEXT>

T7=04.0T7=04.0 <RX:ACK1-EOT><RX:ACK1-EOT> T8=03.0T8=03.0 <TX:WACK-ENQ><TX:WACK-ENQ>

T9=03.0T9=03.0 <TX:ENQ COL><TX:ENQ COL> T10=01.0T10=01.0 <TX:CHANNEL BUSY><TX:CHANNEL BUSY>

N1=08N1=08 <TX:ENQ for ACK0><TX:ENQ for ACK0> N2=03N2=03 <TX:TEXT for NAK><TX:TEXT for NAK>

N3=03N3=03 <RX:NAK for NG TEXT><RX:NAK for NG TEXT> N4=03N4=03 <TX:ENQ for NO ANSWER><TX:ENQ for NO ANSWER>

N5=05N5=05 <TX:The number of SYN><TX:The number of SYN> N6=05N6=05 <TX:ENQ for WACK><TX:ENQ for WACK>

ID1=ID1= <RX_ TEXT:ENQ><RX_ TEXT:ENQ> ID2=ID2= <TX_ TXT:ENQ><TX_ TXT:ENQ>

ID3=ID3= <TX_ TEXT:ACK0><TX_ TEXT:ACK0> ID4=ID4= <RX_TEXT:ACK0><RX_TEXT:ACK0>

OPEN=AUTO <OPEN MODE NON/AUTO/LINE>OPEN=AUTO <OPEN MODE NON/AUTO/LINE> TIM=03TIM=03 <TIMEOUT(min)><TIMEOUT(min)>

*** TCP ****** TCP ***

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:02:F0:0100:C0:84:02:F0:01  IP ADDRESS IP ADDRESS STIPSTIP =192.9.200.01=192.9.200.01

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:C0:84:01:F0:0F00:C0:84:01:F0:0F  HOST IP ADDRESS HOST IP ADDRESS HOSTHOST =192.9.200.1F=192.9.200.1F

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=0000STSP=0000  DEST PORT NUMBER DEST PORT NUMBER STDPSTDP =0000=0000

DATA TYPEDATA TYPE TCPD=JIS8TCPD=JIS8

NETWORK ADDRESSNETWORK ADDRESS NETM=0.0.0.0NETM=0.0.0.0 BRDA=255.255.255.255  DEFG=0.0.0.0BRDA=255.255.255.255  DEFG=0.0.0.0

表示例表示例))

ESC (1BHESC (1BH コ ー ドコ ー ド ) ) あ る い はあ る い は END END LFCR   で プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了動作に 入り ま す 。で プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了動作に 入り ま す 。

設定変更さ れた 条件で設定変更さ れた 条件で BSCBSC 及び 、及び 、 TCPTCP//IPIP の ポ ー ト が 再イ ニ シ ャ ラ イ ズ さ れま す 。の ポ ー ト が 再イ ニ シ ャ ラ イ ズ さ れま す 。

非同期機器へ非同期機器へ <<<  BSC MODE >>><<<  BSC MODE >>> の メ ッ セ ー ジ を 返送す る こ と に よ り 、の メ ッ セ ー ジ を 返送す る こ と に よ り 、 プ ロ グ ラプ ロ グ ラ

ム モ ー ド を 終了し 、ム モ ー ド を 終了し 、BSCBSC チ ャ ン ネ ル が 非同期チ ャ ン ネ ル が 非同期RS232CRS232C か らか ら BSCBSCポ ー ト に なっ た こ とポ ー ト に なっ た こ と

を 知ら せ ま す 。を 知ら せ ま す 。

接続ケ ー ブ ル を接続ケ ー ブ ル を BSCBSC 機器と の 同期ケ ー ブ ル に 差し 替え て 下さ い 。機器と の 同期ケ ー ブ ル に 差し 替え て 下さ い 。

以後、以後、 Enet-BEnet-B を 介し たを 介し た BSCBSC 機器と機器と TCPTCP//IPIP 機器間の 通信が 可能と なり ま す 。機器間の 通信が 可能と なり ま す 。
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一度変更さ れた 通信条件は、一度変更さ れた 通信条件は、 EEPROMEEPROM に 記録さ れま す の で 、に 記録さ れま す の で 、 電源を 切っ て も そ の 内電源を 切っ て も そ の 内

容は保持さ れ、容は保持さ れ、 次の 電源投入か ら は同じ 設定で 起動し ま す 。次の 電源投入か ら は同じ 設定で 起動し ま す 。

従っ て 、従っ て 、 設定内容の 変更が 生じ ない 限り 、設定内容の 変更が 生じ ない 限り 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 使用す る 必要はあ りプ ロ グ ラ ム モ ー ド を 使用す る 必要はあ り

ま せ ん 。ま せ ん 。

設定変更が 必要と なっ た ら プ ロ グ ラ ム モ ー ド 起動か ら の 一連の 動作を 繰り 返し 、設定変更が 必要と なっ た ら プ ロ グ ラ ム モ ー ド 起動か ら の 一連の 動作を 繰り 返し 、 再再

設定を 行っ て 下さ い 。設定を 行っ て 下さ い 。

設定変更は何度で も 可能設定変更は何度で も 可能 (EEPROM (EEPROM の 繰り 返し 寿命の 繰り 返し 寿命 1010 万回以内万回以内) ) で 、で 、 設定終了ま で設定終了ま で

は、は、 EEPROMEEPROM へ の 書込は行い ま せ ん 。へ の 書込は行い ま せ ん 。

ご 注意ご 注意 BSCBSC モ ー ド に 戻る と 設定編集や 確認は出来なく なり ま す の で 終了前に 設定モ ー ド に 戻る と 設定編集や 確認は出来なく なり ま す の で 終了前に 設定

状況表示を し て 再確認さ れる こ と を お 奨め し ま す 。状況表示を し て 再確認さ れる こ と を お 奨め し ま す 。

　　 44 --22 --66 　 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト 値と す る　 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト 値と す る

　　 44--22--77　　 EE PRO MEE PRO M に 書き 込ま れ たに 書き 込ま れ た IC M PIC M P エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 消去す るエ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 消去す る

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か らプ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か ら DELE DELE LFCR   を 実行す る と 全て の 設定値をを 実行す る と 全て の 設定値を

デ フ ォ ル ト 値と し ま す 。デ フ ォ ル ト 値と し ま す 。

デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は [4 [4--33　 設定項目説明　 設定項目説明] ] に デ フ ォ ル ト と 記述さ れて い ま す 。に デ フ ォ ル ト と 記述さ れて い ま す 。

<<<  DEFAULT >>><<<  DEFAULT >>> 表示に 続い て デ フ ォ ル ト 値を 表示し ま す 。表示に 続い て デ フ ォ ル ト 値を 表示し ま す 。

ご 注意ご 注意 全て の 値を デ フ ォ ル ト と し ま すの で 、全て の 値を デ フ ォ ル ト と し ま すの で 、重要な条件設定は事前に メ モ し て お く重要な条件設定は事前に メ モ し て お く

事を お 奨め し ま す 。事を お 奨め し ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か らプ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か ら CLRCLR△△ICMP ICMP LFCR  ( (△はス ペ ー ス△はス ペ ー ス ) ) を 実行を 実行

す る と 、す る と 、 EEPROMEEPROM に 書き 込ま れたに 書き 込ま れた ICMPICMP エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 消去し ま す 。エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 消去し ま す 。

非同期機器か ら非同期機器か ら ESC (1BHESC (1BH コ ー ドコ ー ド ) ) あ る い はあ る い は END END LFCR   を 送信し て 設定終了さ せ ないを 送信し て 設定終了さ せ ない

と 、と 、 EEPROMEEPROM か ら の 消去は行い ま せ ん 。か ら の 消去は行い ま せ ん 。

ICMPICMPエ ラ ー メ ッ セ ー ジ に つ い て はエ ラ ー メ ッ セ ー ジ に つ い て は [2 [2--55　　 ICMPICMPの 受信の 受信] ] を 参考に し て 下さ い 。を 参考に し て 下さ い 。
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４ －３ 　 設定項目説明４ －３ 　 設定項目説明

　　 44--33--11　　 BSCBSC 通信速度通信速度

　　 44--33--22　　 BSCBSC 透過／非透過透過／非透過

BSCBSC チ ャ ン ネ ル の 通信速度を 設定し ま す 。チ ャ ン ネ ル の 通信速度を 設定し ま す 。

通信速度の 設定範囲は、通信速度の 設定範囲は、 下記の下記の 1212 種類で す 。種類で す 。

BSCBSC チ ャ ン ネ ル へ 出力す る パ ケ ッ ト の 透過／非透過を 設定し ま す 。チ ャ ン ネ ル へ 出力す る パ ケ ッ ト の 透過／非透過を 設定し ま す 。

◆◆ 透過と し た 場合透過と し た 場合

TCPTCP//IPIP か らか ら BSCBSC へ 伝送す る テ キ ス ト を 全てへ 伝送す る テ キ ス ト を 全て DLEDLE 付と し ま す 。付と し ま す 。

DLEDLE 付フ ォ ー マ ッ ト付フ ォ ー マ ッ ト DLEDLE　　 STXSTX　 テ キ ス ト 　　 テ キ ス ト 　 DLEDLE　　 ETXETX　　 BCCBCC

制御コ ー ド を 含め た デ ー タ の 送信が 可能と なり 、制御コ ー ド を 含め た デ ー タ の 送信が 可能と なり 、全て の キ ャ ラ ク タ の 通信が 可能全て の キ ャ ラ ク タ の 通信が 可能

で す 。で す 。

BSCBSC か らか ら TCPTCP//IPIP へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、 非透過型を 問い ま せ ん 。非透過型を 問い ま せ ん 。

◆◆ 非透過と し た 場合非透過と し た 場合

TCPTCP か らか ら BSCBSC へ 伝送す る テ キ ス ト に はへ 伝送す る テ キ ス ト に は DLEDLE が 付き ま せ ん 。が 付き ま せ ん 。

DLEDLE 無し の フ ォ ー マ ッ ト無し の フ ォ ー マ ッ ト STXSTX　 テ キ ス ト 　　 テ キ ス ト 　 ETXETX　　 BCCBCC

従っ て 、従っ て 、 文字列等の 通信に 限ら れま す 。文字列等の 通信に 限ら れま す 。

BSCBSC か らか ら TCPTCP//IPIP へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、へ 伝送す る テ キ ス ト は透過型、 非透過型を 問い ま せ ん 。非透過型を 問い ま せ ん 。

◆◆ 逐一変換と し た 場合逐一変換と し た 場合

[2[2--44　 逐一変換で の 伝送　 逐一変換で の 伝送] ] で 解説す る 動作と なり ま す 。で 解説す る 動作と なり ま す 。

通信速度 入力方法

19200

BPS50
75

110
150
200
300
600

1200
2400
4800
9600

BPS＝19200
BPS＝9600
BPS＝4800
BPS＝2400
BPS＝1200
BPS＝600
BPS＝300
BPS＝200
BPS＝150
BPS＝110
BPS＝75
BPS＝50 LFCR

LFCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

L FCR

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法透過性

透過と す る
非透過と す る
逐一変換と す る

L FCRTRANS＝E
L FCRTRANS＝D
L FCRTRANS＝A

←デ フ ォ ル ト 値



2929

第４ 章　 通信条件の 設定第４ 章　 通信条件の 設定

　　 44--33--33　　 C R CC R C 演算方式演算方式

　　 44--33--44　　 IDID 機能機能

　　 44--33--55　　 BSCBSC の 制御コ ー ドの 制御コ ー ド

　　 44--33--66　　 BSCBSC の テ キ ス ト コ ー ドの テ キ ス ト コ ー ド

BSCBSC 送受信の テ キ ス ト の送受信の テ キ ス ト の CRCCRC 演算方法を 設定し ま す 。演算方法を 設定し ま す 。

IDID 機能モ ー ド を 指定し ま す 。機能モ ー ド を 指定し ま す 。

IDID 機能使用と し た 場合は、機能使用と し た 場合は、 ID1ID1、、 ID2ID2、、 ID3ID3、、 ID4ID4 に 登録が 必要と なり ま す 。に 登録が 必要と なり ま す 。

BSCBSC プ ロ ト コ ル で 使用さ れる 制御コ ー ド を 設定し ま す 。プ ロ ト コ ル で 使用さ れる 制御コ ー ド を 設定し ま す 。

BSCBSC 送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 設定し ま す 。送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 設定し ま す 。

TCPTCP//IPIP テ キ ス ト コ ー ド と の 組合わ せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。テ キ ス ト コ ー ド と の 組合わ せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。

但し 、但し 、 受信が 透過テ キ ス ト の 場合は変換は行わ ず 、受信が 透過テ キ ス ト の 場合は変換は行わ ず 、 そ の ま ま 伝送し ま す 。そ の ま ま 伝送し ま す 。

TCPTCP//IPIPテ キ ス ト コ ー ド の 指定は、テ キ ス ト コ ー ド の 指定は、 [4 [4--33--20 TCP20 TCPテ キ ス ト コ ー ドテ キ ス ト コ ー ド ] ] を 参照下さ い 。を 参照下さ い 。

入力方法ID機能

使用し ない
使用す る

L FCRID＝D
L FCRID＝E

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法制御コ ー ド

ASCII(JIS8)
EBCDIC(英大小文字)
EBCDIK(英大文字,カ ナ )

LFCRDATA＝JIS8
LFCRDATA＝EBCSIC
LFCRDATA＝EBCDIK

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法BCC

CRC16
CCITT

L FCRBCC＝CRC16
L FCRBCC＝CCITT

←デ フ ォ ル ト 値

※※ 生成多項式生成多項式

CRC16CRC16 ＝＝ xx1616+ x+ x1515+ x+ x22+ 1+1　　

CCITTCCITT＝＝ xx1616+ x+ x1212+ x+ x55+ 1+1

入力方法制御コ ー ド

ASCII(JIA8)
EBCDIC

LFCRCODE＝JIS8
LFCRCODE＝EBCDIC

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44--33--77　 半二重モ デ ム の　 半二重モ デ ム の RTSRTS//C TSC TS 制御制御

　　 44--33--88　　 C DC D 信号監視機能信号監視機能

組合わ せ と 変換組合わ せ と 変換

こ の 機能が 選択さ れて い な い 場合は、こ の 機能が 選択さ れて い な い 場合は、 Enet-BEnet-B のの RTSRTS 出力は常に出力は常に HighHig h で す 。で す 。

こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。

RTSRTS 出力は通常出力は通常 LowLow で す 。で す 。

Enet-BEnet-B か ら 出力の 時、か ら 出力の 時、 RTSRTS 出力を出力を HighHig h と し ま す 。と し ま す 。 CTSCTS がが Hig hHig h で あ る こ と を 確認で あ る こ と を 確認

し て か ら 出力し ま す 。し て か ら 出力し ま す 。

こ の 機能が 選択さ れて い な い 場合は、こ の 機能が 選択さ れて い な い 場合は、 Enet-BEnet-B のの CDCD 入力は無視さ れま す 。入力は無視さ れま す 。

こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。こ の 機能を 選択す る と 以下の 動作と なり ま す 。

CDCD 入力が入力が LowLow か らか ら HighHig h に 変化し た 時にに 変化し た 時に BSCBSC の 受信バ ッ フ ァ を ク リ ア し ま す 。の 受信バ ッ フ ァ を ク リ ア し ま す 。

BSC DATA TCP / IP DATA 説明

　 JIS8 　 JIS8 　 変換し ない

　 BSC受信JIS8→EBCDIC

　 TCP受信EBCDIC→JIS8

　 BSC受信JIS8→EBCDIK

　 TCP受信EBCDIK→JIS8

　 BSC受信EBCDIC→JIS8

　 TCP受信JIS8→EBCDIC

　 EBCDIC 　 EBCDIC 　 変換し ない

　 EBCDIC 　 EBCDIK 　 変換し ない

　 BSC受信EBCDIK→JIS8

　 TCP受信JIS8→EBCDIK

　 EBCDIK 　 EBCDIC 　 変換し ない

　 EBCDIK 　 EBCDIK 　 変換し ない

　 JIS8 　 EBCDIC

　 JIS8 　 EBCDIK

　 EBCDIC 　 JIS8

　 EBCDIK 　 JIS8

入力方法CD監視機能

使用し ない
使用す る

LFCRCD＝D
LFCRCD＝E

←デ フ ォ ル ト 値

入力方法半二重機能

使用し ない
使用す る

L FCRDUP＝FULL
L FCRDUP＝HALF

←デ フ ォ ル ト 値
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　　 44--33--99　　 EOTEOT//D ISCD ISC 選択選択

異常事態等で 通信を 途中で 終了す る 際に 、異常事態等で 通信を 途中で 終了す る 際に 、BSCBSCチ ャ ン ネ ル へ 出力す る コ ー ド を 選択チ ャ ン ネ ル へ 出力す る コ ー ド を 選択

し ま す 。し ま す 。

EE が 選択さ れて い る 場合はが 選択さ れて い る 場合は EOTEOTを 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

DD が 選択さ れて い る 場合はが 選択さ れて い る 場合は DISC (DLEDISC (DLE ＋＋ EOT) EOT) を 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

DD を 選択し た 場合は次の 説明部分のを 選択し た 場合は次の 説明部分の  [EOT [EOTを 送るを 送る ] ] をを  [DISC [DISC を 送るを 送る ] ] と 読み換え て 下と 読み換え て 下

さ い 。さ い 。  [2 [2--33--55、、 22--55、、 44--33--1313、、 44--4]4]

　　 44--33--1010　 送信テ ス ト の 最大長設定　 送信テ ス ト の 最大長設定

BSCBSC へ 送信す る テ キ ス ト 長の 最大長を 指定し た い 場合に 設定し ま す 。へ 送信す る テ キ ス ト 長の 最大長を 指定し た い 場合に 設定し ま す 。

BSCBSC 接続機器側で 受信テ キ ス ト 長に 制限が あ る 場合に 使用し ま す 。接続機器側で 受信テ キ ス ト 長に 制限が あ る 場合に 使用し ま す 。

通常は通常は TCPTCP//IPIP の 最大デ ー タ 長で あ るの 最大デ ー タ 長で あ る 1460 (1460 (デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ) ) と し ま す 。と し ま す 。

設定可能な最大値は設定可能な最大値は 14601460 で す 。で す 。

例例) MAX=1024 ) MAX=1024 LFCR BSCBSC テ キ ス ト 最大長をテ キ ス ト 最大長を 1024Byte1024Byte に す る 。に す る 。

入力方法E O T/D I SC 選択

EOTを 選択
DISCを 選択

L FCREOT＝E
L FCREOT＝D

←デ フ ォ ル ト 値

　　 44--33--1111　 各監視タ イ マ ー 値　 各監視タ イ マ ー 値

BSCBSC プ ロ ト コ ル の 監視の 為の 各タ イ マ ー 値を 設定し ま す 。プ ロ ト コ ル の 監視の 為の 各タ イ マ ー 値を 設定し ま す 。

タ イ マ ー はタ イ マ ー は 1010 種類あ り 、種類あ り 、回数と の 関係は回数と の 関係は [4 [4--44　 タ イ マ ー と 回数の 設定　 タ イ マ ー と 回数の 設定] ] を 参照し てを 参照し て

下さ い 。下さ い 。

TTに 続い て タ イ マ ー 番号、に 続い て タ イ マ ー 番号、 ＝に 続い て 設定値＝に 続い て 設定値  LFCR   の 様に 入力し ま す 。の 様に 入力し ま す 。

例例)) T2T2 ＝＝ 3.5 3.5 LFCR タ イ マ ー 番号タ イ マ ー 番号 22 にに 3.53.5 秒を 設定す る秒を 設定す る

T10T10 ＝＝ 1 1 LFCR タ イ マ ー 番号タ イ マ ー 番号 1010 にに 11 秒を 設定す る秒を 設定す る

数値の 単位は、数値の 単位は、 秒で す 。秒で す 。

整数部整数部 22 桁、桁、 小数部小数部 11 桁で桁で 0.10.1 秒か ら秒か ら 99.999.9 秒ま で の タ イ マ ー を 設定す る こ と が 出来秒ま で の タ イ マ ー を 設定す る こ と が 出来

ま す 。ま す 。

設定値は設定値は 01.001.0 と 入力す る 必要が は無く 、と 入力す る 必要が は無く 、 1010 位桁の位桁の 00 と 小数部のと 小数部の 00 は省略す る こ と がは省略す る こ と が

可能で す 。可能で す 。
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　　 44--33--1212　 回数設定値　 回数設定値

BSCBSC プ ロ ト コ ル の リ ト ラ イ 回数とプ ロ ト コ ル の リ ト ラ イ 回数と SYNSYN 送出回数を 設定し ま す 。送出回数を 設定し ま す 。

回数値は回数値は 66 種類あ り 、種類あ り 、 タ イ マ ー と の 関係はタ イ マ ー と の 関係は [4 [4--44　 タ イ マ ー と 回数の 設定　 タ イ マ ー と 回数の 設定] ] を 参照しを 参照し

て 下さ い 。て 下さ い 。 NN に 続い て 回数項目番号、に 続い て 回数項目番号、 ＝に 続い て 設定値＝に 続い て 設定値  LFCR   の 様に 入力し ま す 。の 様に 入力し ま す 。

例例)) N1N1 ＝＝ 5 5 LFCR 回数項目番号回数項目番号 11 にに 55 回を 設定す る 。回を 設定す る 。

例例)) N4N4 ＝＝ 10 10 LFCR 回数項目番号回数項目番号 44 にに 1010 回を 設定す る 。回を 設定す る 。

整数部整数部 22 桁か ら なり桁か ら なり 00 か らか ら 9999 ま で の 回数を 設定す る こ と が 出来ま す 。ま で の 回数を 設定す る こ と が 出来ま す 。

設定値は、設定値は、 0505 と 入力す る 必要は無く 、と 入力す る 必要は無く 、 1010 位桁の位桁の 00 は省略す る こ と も 可能で す 。は省略す る こ と も 可能で す 。

N1N1：： ENQENQ 再送の 回数再送の 回数

N2N2：： テ キ ス ト 送信に 対す るテ キ ス ト 送信に 対す る NAKNAK 応答に 対す る テ キ ス ト 再送回数応答に 対す る テ キ ス ト 再送回数

N3N3：： 受信デ ー タ エ ラ ー の 場合の受信デ ー タ エ ラ ー の 場合の NAKNAK 送信回数送信回数

N4N4：： テ キ ス ト 送信で の 無反応に 対す るテ キ ス ト 送信で の 無反応に 対す る ENQENQ 送信回数送信回数

N5N5：： 送信の 先頭に 付加す る送信の 先頭に 付加す る SYNSYN の 数の 数

N6N6：： WACKWACK 受信後、受信後、 無応答で の無応答で の ENQENQ を 送信す る 回数を 送信す る 回数

ご 注意ご 注意 送信の 先頭に 付加す る送信の 先頭に 付加す る SYNSYN は、は、 相手相手 BSCBSC 機器が 同期を 取る た め に 必要な機器が 同期を 取る た め に 必要な

キ ャ ラ ク タ コ ー ド で す 。キ ャ ラ ク タ コ ー ド で す 。同期を 取る た め に は、同期を 取る た め に は、22個以上の個以上の SYNSYNが 必要に なりが 必要に なり

ま す の で 、ま す の で 、 設定回数に は注意が 必要で す 。設定回数に は注意が 必要で す 。

例例))T2T2 がが 11 秒の 場合秒の 場合 T2= 1T2= 1

　　 T1T1　　 ：： テ キ ス ト 受信で のテ キ ス ト 受信で の STXSTX ～～ BCCBCC ま で の タ イ ム ア ウ トま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T2T2　　 ：： テ キ ス ト 送信後、テ キ ス ト 送信後、 ACK1 (0) ACK1 (0) を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T3T3　　 ：： ENQENQ 送信後、送信後、 ACK0ACK0 を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T4T4　　 ：： 受信テ キ ス ト に 挿入さ れる受信テ キ ス ト に 挿入さ れる SYNSYN の タ イ ム ア ウ トの タ イ ム ア ウ ト

　　 T5T5　　 ：： 送信テ キ ス ト に 挿入す る送信テ キ ス ト に 挿入す る SYNSYN の 間隔の 間隔

　　 T6T6　　 ：： ACK0ACK0 送信後、送信後、 テ キ ス ト の 受信が 始ま る ま で の タ イ ム ア ウ トテ キ ス ト の 受信が 始ま る ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T7T7 ：： ACK1 (0) ACK1 (0) 送信後、送信後、 次の テ キ ス ト あ る い は次の テ キ ス ト あ る い は EOTEOT受信ま で の タ イ ム ア ウ ト受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T8T8 ：： WACKWACK 受信後、受信後、 ACKACK 受信ま で の タ イ ム ア ウ ト受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

　　 T9T9 ：： ENQENQ 衝突以後の衝突以後の ENQENQ 再送ま で の 時間再送ま で の 時間

  T10  T10 ：： 送信出力不可監視の タ イ ム ア ウ ト送信出力不可監視の タ イ ム ア ウ ト
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　　 44--33--1313　　 IDID 登録登録

IDID ＝＝ E E LFCR   の 場合に 送信、の 場合に 送信、 あ る い は受信時に チ ェ ッ ク さ れるあ る い は受信時に チ ェ ッ ク さ れる IDID を 登録し ま す 。を 登録し ま す 。

設定出来る の は、設定出来る の は、 文字、文字、 数字及び 記号で 、数字及び 記号で 、 最大最大 1616 キ ャ ラ ク タ ま で で す 。キ ャ ラ ク タ ま で で す 。

設定は設定は ASCIIASCII コ ー ド で 行い ま す がコ ー ド で 行い ま す が CODECODE ＝＝ EBCDIC EBCDIC LFCR   の 場合は 、の 場合は 、 こ の コ ー ド をこ の コ ー ド を

EBCDICEBCDIC に 変換し て 送信と 受信が チ ェ ッ ク さ れま す 。に 変換し て 送信と 受信が チ ェ ッ ク さ れま す 。

IDID に 続い て 項目番号、に 続い て 項目番号、 ＝の 次に 文字列＝の 次に 文字列  LFCR   の 様に 入力し ま す 。の 様に 入力し ま す 。

＝の 直後が＝の 直後が   LFCR   の 場合は、の 場合は、 文字なし の 設定と なり ま す 。文字なし の 設定と なり ま す 。

例例)) ID1ID1 ＝＝ ABCD ABCD LFCR ID1ID1 をを ABCDABCD のの 44 文字と す る文字と す る

ID2ID2 ＝＝  LFCR ID 2ID 2 は 文字な し の 設定と す るは 文字な し の 設定と す る

各項目番号は次の 様に なり ま す 。各項目番号は次の 様に なり ま す 。

ID1ID1 BSCBSC か らか ら TCPTCP へ の 伝送開始のへ の 伝送開始の ENQENQ 先行の先行の IDID と チ ェ ッ ク す ると チ ェ ッ ク す る

ID2ID2 TCPTCP か らか ら BSCBSC へ の 伝送開始のへ の 伝送開始の ENQENQ に 先行し て 付加す るに 先行し て 付加す る IDID

ID3ID3 ID2ID2 の 承認の 承認 ACK0ACK0 に 先行し て 付加さ れるに 先行し て 付加さ れる IDID と チ ェ ッ ク す ると チ ェ ッ ク す る

ID4ID4 ID1ID1 の 一致の 場合に 承認と し て 出力す るの 一致の 場合に 承認と し て 出力す る ACK0ACK0 に 先行し て 付加す るに 先行し て 付加す る IDID

デ フ ォ ル ト は設定なし で す 。デ フ ォ ル ト は設定なし で す 。

テ キ ス ト

PAD ENQ ID1 ・・SYN SYN

PAD ETX STX ・・SYN SYN

PADACK0ID4・・SYN SYN

PADACK1・・SYN SYN

PAD EOT ・・SYN SYN

テ キ ス ト

Enet-BBSCか ら TCP／IPへ の 伝送

TCP／IPか ら BSCへ の 伝送

テ キ ス ト

PADENQID2・・SYN SYN

PADETXSTX・・SYN SYN

PAD ACK0 ID3 ・・SYN SYN

PAD ACK1 ・・SYN SYN

PADEOT・・SYN SYN

テ キ ス ト

Enet-B
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　　 44--33--1414　　 O PENO PEN モ ー ド 指定モ ー ド 指定

BSCBSC の 状態での 状態で TCPTCP//IPIP の 開設、の 開設、 切断を 行う切断を 行う 33 種類の モ ー ド を 指定し ま す 。種類の モ ー ド を 指定し ま す 。

◆◆ AUTOAUTO モ ー ドモ ー ド

未開設時に未開設時に ENQENQを 受信し た 場合、を 受信し た 場合、自動的に自動的に TCPTCP//IPIPを 開設し て か ら 伝送を 行い ま す。を 開設し て か ら 伝送を 行い ま す。

開設出来ない 場合に は開設出来ない 場合に は ENQENQ に 対し てに 対し て EOTEOTを 送出し ま す 。を 送出し ま す 。

BSCBSC にに DISC (DLEDISC (DLE ＋＋ EOT) EOT) を 受信し た 場合にを 受信し た 場合に TCPTCP//IPIP を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

BSCBSC側か ら の 開設を 実施し た 場合は、側か ら の 開設を 実施し た 場合は、双方か ら の 伝送無し が双方か ら の 伝送無し が TIMTIMで 設定し た 時間で 設定し た 時間

を 超え た 場合、を 超え た 場合、 切断し ま す 。切断し ま す 。

こ のモ ード では、こ のモ ード では、BSCBSC機器は機器は TCPTCP//IPIPの開設状態を 意識する 事無く 伝送が行え ま す。の開設状態を 意識する 事無く 伝送が行え ま す。

◆◆ LINELINE モ ー ドモ ー ド

DSRDSR 入力で入力で TCPTCP//IPIP開設を 制御し ま す 。開設を 制御し ま す 。

ま た 、ま た 、 DTRDTR 出力で 開設状態を出力で 開設状態を BSCBSC 機器に 知ら せ ま す 。機器に 知ら せ ま す 。

TCPTCP//IPIP が 未開設の 状態で はが 未開設の 状態で は DTRDTR はは LowLow、、 開設状態で開設状態で HighHig h で す 。で す 。

DSRDSR 入力は入力は HighHig h の 時、の 時、 BSCBSC 機器が 通信可能と 見なし ま す 。機器が 通信可能と 見なし ま す 。

DSRDSR がが LowLow か らか ら HighHig h へ の 変化でへ の 変化で TCPTCP//IPIP にに SYNSYN を 送出し て 開設を 行い ま す 。を 送出し て 開設を 行い ま す 。

DSRDSR がが HighHig h か らか ら LowLow に 変化す る とに 変化す る と TCPTCP//IPIP にに FINFIN を 送出し て 終了し ま す 。を 送出し て 終了し ま す 。

未開設時に未開設時に ENQENQ を 受信す る とを 受信す る と NAKNAK を 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。を 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。

BSC側 TCP／IP側

テ キ ス ト →

未開設状態
→ SYN

Enet-B

EOT →

← SYN/ACK

← ACK

ENQ →

ACK0 ←

ACK1 ←

開設状態と なる

開設状態を 保持

→ テ キ ス ト

FIN処理

BSC側か ら の 開設／終了の 例

BSC側開設要求 開設 開設中 BSC側終了要求
SYN

DSR

DTR

↓ ↓ ↓

TCP／IP側か ら の 開設／終了の 例

SYN受信 BSC機器了承 開設中 FIN受信
SYN処理 FIN処理↓↓↓

DSR

DTR
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◆◆ NONNON モ ー ドモ ー ド

Enet-BEnet-B か らか ら TCPTCP//IPIP の 開設、の 開設、 終了は出来ま せ ん 。終了は出来ま せ ん 。

未開設時に未開設時に ENQENQ を 受信す る とを 受信す る と EOTEOTを 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。を 返送し て 伝送不可を 伝え ま す 。

入力方法OPENモ ー ド 指定

AUTOを 選択
LINEを 選択
NONを 選択

LFCROPEN＝AUTO
L FCROPEN＝LINE
L FCROPEN＝NON

←デ フ ォ ル ト 値

　　 44--33--1515　　 O PE NO PE N モ ー ド で の タ イ マ ー 値設定モ ー ド で の タ イ マ ー 値設定

◆◆ AUTOAUTO モ ー ド 時モ ー ド 時

BSCBSC側か ら側か ら TCPTCP//IPIPを 開設し た 際の 無伝送タ イ ム ア ウ ト の 時間を 開設し た 際の 無伝送タ イ ム ア ウ ト の 時間 ( (分分) ) を 設定し ま す 。を 設定し ま す 。

設定時間を 超え て ど ち ら か ら も 伝送無し の 場合に設定時間を 超え て ど ち ら か ら も 伝送無し の 場合に TCPTCP//IPIP を 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

無用な開設接続を 防止し ま す 。無用な開設接続を 防止し ま す 。但し 、但し 、イ ー サ ネ ッ ト 側か ら 開設さ れた 場合は主導イ ー サ ネ ッ ト 側か ら 開設さ れた 場合は主導

権が イ ー サ ネ ッ ト 側に あ る の で 切断し ま せ ん 。権が イ ー サ ネ ッ ト 側に あ る の で 切断し ま せ ん 。

00 に 設定し た 場合は切断し ま せ ん 。に 設定し た 場合は切断し ま せ ん 。

デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は 33 分分

◆◆ LINELINE モ ー ド 時モ ー ド 時

DSRDSR 入力の 変化の 安定確認時間を 設定し ま す 。入力の 変化の 安定確認時間を 設定し ま す 。 ( (単位単位100msec)100msec)

こ の 設定時間以上のこ の 設定時間以上の LowLow あ る い はあ る い は HighHig h の 持続で 変化有り と し ま す 。の 持続で 変化有り と し ま す 。

一時的な信号ラ イ ン の 不安定を 防止し ま す 。一時的な信号ラ イ ン の 不安定を 防止し ま す 。

デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は 200msec200msec

◆◆ NONNON モ ー ド 時モ ー ド 時

設定出来ま せ ん 。設定出来ま せ ん 。 表示も さ れま せ ん 。表示も さ れま せ ん 。

例例)) TIMTIM ＝＝ 3 3 LFCR AUTOAUTO モ ー ド で はモ ー ド で は 33 分、分、

LINELINE モ ー ド で はモ ー ド で は 300msec300msec に 設定し ま す 。に 設定し ま す 。

　　 44--33--1616　　 TCP TCP 自機自機 IPIP ア ド レ スア ド レ ス

TCPTCP 通信を 行う 際の 機器識別の 為の 自機の 番号を 設定し ま す 。通信を 行う 際の 機器識別の 為の 自機の 番号を 設定し ま す 。

IPIP ア ド レ ス はア ド レ ス は 3232 ビ ッ ト で 示さ れま す 。ビ ッ ト で 示さ れま す 。

88 ビ ッ ト ず つビ ッ ト ず つ   ．．  ( (ピ リ オ ドピ リ オ ド ) ) で 区切り 、で 区切り 、 そ の 各そ の 各88 ビ ッ ト を 十進数で 変換設定し ま す 。ビ ッ ト を 十進数で 変換設定し ま す 。

例例)) 80CB0411 (1680CB0411 (16 進進) ) はは 128. 203. 4 . 17128. 203. 4 . 17 と な り ま す 。と な り ま す 。

通信相手通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と 同じ 設定は出来ま せ ん 。と 同じ 設定は出来ま せ ん 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。

例例)) STIPSTIP ＝＝ 128. 203. 4 . 17 128. 203. 4 . 17 LFCR デ フ ォ ル ト 設定はデ フ ォ ル ト 設定は 0. 0 . 0 . 00 . 0 . 0 . 0
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　　 44--33--1818　　 TC PTC P ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト

　　 44--33--1919　　 TC PTC P デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト

ご 注意ご 注意 IPIP ア ド レ ス はネ ッ ト ワ ー ク に お い て 機器を 識別す る 番号で す 。ア ド レ ス はネ ッ ト ワ ー ク に お い て 機器を 識別す る 番号で す 。 同一ネ ッ ト同一ネ ッ ト

ワ ー ク 内に 同じワ ー ク 内に 同じ IPIPア ド レ ス は存在で き ま せ ん 。ア ド レ ス は存在で き ま せ ん 。 IPIPア ド レ ス を 設定す る 際にア ド レ ス を 設定す る 際に

はシ ス テ ム 管理者等はシ ス テ ム 管理者等 ( (ス ー パ ー ユ ー ザス ー パ ー ユ ー ザ) ) に 相談し て く だ さ い 。に 相談し て く だ さ い 。

ソ ケ ッ ト 通信の 送信元ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の 送信元ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

1616 進進 44 桁で 示し ま す 。桁で 示し ま す 。  (0 (0 ～～ 99、、 AA ～～B)B)

例例)) STSPSTSP ＝＝ A10F A10F LFCR デ フ ォ ル ト 設定は 　デ フ ォ ル ト 設定は 　 0 00 00 00 0

ソ ケ ッ ト 通信の 行き 先ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の 行き 先ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。

1616 進進 44 桁で 示し ま す 。桁で 示し ま す 。  (0 (0 ～～ 99、、 AA ～～B)B)

例例)) STDPSTDP ＝＝ 1234 1234 LFCR デ フ ォ ル ト 設定は 　デ フ ォ ル ト 設定は 　 0 00 00 00 0

ご 注意ご 注意 TCPTCPデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号を 表示し た 際、デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト 番号を 表示し た 際、以前設定し た 値と 異なる 場以前設定し た 値と 異なる 場

合が あ り ま す 。合が あ り ま す 。

こ れは、こ れは、 開設の 都度、開設の 都度、 SRC (SRC (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) を 変更す る サ ー バ か ら のを 変更す る サ ー バ か ら の SYNSYN パパ

ケ ッ ト を 受信し た 時で 、ケ ッ ト を 受信し た 時で 、 自動的に 相手の自動的に 相手の SRC (SRC (ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト ) ) に 書き 変え てに 書き 変え て

開設す る た め で す 。開設す る た め で す 。

　　 44--33--1717　　 TCP TCP 通信相手通信相手 IPIP ア ド レ スア ド レ ス

TCPTCP 通信を 行う 相手機器の 識別番号を 設定し ま す 。通信を 行う 相手機器の 識別番号を 設定し ま す 。

ア ド レ ス の 書式は自機ア ド レ ス の 書式は自機 IPIP と 同様で す 。と 同様で す 。

通信相手通信相手 IP (STIP) IP (STIP) と 同じ 設定は出来ま せ ん 。と 同じ 設定は出来ま せ ん 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。

例例)) H OSTH OST ＝＝ 192. 9 . 200. 1 192. 9 . 200. 1 LFCR デ フ ォ ル ト 設定はデ フ ォ ル ト 設定は 0. 0 . 0 . 00 . 0 . 0 . 0
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　　 44--33--2020　　 TC PTC P テ キ ス ト コ ー ドテ キ ス ト コ ー ド

TCPTCP 送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 指定し ま す 。送受信の テ キ ス ト コ ー ド を 指定し ま す 。

BSCBSC テ キ ス ト コ ー ド と の 組合せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。テ キ ス ト コ ー ド と の 組合せ で デ ー タ コ ー ド の 変換を 行い ま す 。

組合せ で の 変換タ イ プ は組合せ で の 変換タ イ プ は [4 [4--33--6 BSC6 BSC テ キ ス ト コ ー ドテ キ ス ト コ ー ド ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

入力方法制御コ ー ド

ASCII(JIS8)
EBCDIC(英大小文字)
EBCDIK(英大文字,カ ナ )

L FCRTCPD＝JIS8
LFCRTCPD＝EBCSIC
LFCRTCPD＝EBCDIK

←デ フ ォ ル ト 値

　　 44--33--2121　 ネ ッ ト マ ス ク の 設定　 ネ ッ ト マ ス ク の 設定

Enet-BEnet-B が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。

ア ド レ ス の 書式は、ア ド レ ス の 書式は、 自機自機 IP(STIP)IP(STIP)、、 通信相手機器通信相手機器 IP(HOST)IP(HOST)と 同様で す 。と 同様で す 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は出来ま せ ん 。の 設定は出来ま せ ん 。

例例)) N ETMN ETM ＝＝ 255 . 255 . 255 . 192  255 . 255 . 255 . 192  LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   0 . 0 . 0 . 0  0 . 0 . 0 . 0

ご 注意ご 注意 後述後述 [4 [4--33--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定] ] 、、 [4 [4--33--23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ーデ フ ォ ル ト ゲ ー

ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定] ] に 関連が あ り ま す の で 、に 関連が あ り ま す の で 、こ ち ら も 必ず 読ん だ 上でこ ち ら も 必ず 読ん だ 上で

設定し て 下さ い 。設定し て 下さ い 。 ネ ッ ト マ ス ク 値の 設定の 際に は、ネ ッ ト マ ス ク 値の 設定の 際に は、 シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者 ( (ス ース ー

パ ー ユ ー ザパ ー ユ ー ザ ) ) 等に 相談し て 下さ い 。等に 相談し て 下さ い 。

　　 44 --33 --2222　 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定　 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定

Enet-BEnet-B が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク の ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 値を 設定し ま す 。

ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス は、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス は、 前述で 設定さ れた ネ ッ ト マ ス ク 値と 、前述で 設定さ れた ネ ッ ト マ ス ク 値と 、 STIPSTIPで 設定さで 設定さ

れた 自機れた 自機 IPIPア ド レ ス と の 論理積を 取り 、ア ド レ ス と の 論理積を 取り 、 そ の 数値の ホ ス ト 部を 全てそ の 数値の ホ ス ト 部を 全て 11 に 自動設定しに 自動設定し

ま す 。ま す 。

下記の 例の よ う に 任意の 値に 設定す る 事も 可能で す 。下記の 例の よ う に 任意の 値に 設定す る 事も 可能で す 。

ア ド レ ス の 書式は、ア ド レ ス の 書式は、 自機自機 IP (STIP)IP (STIP)、、 通信相手通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と 同様で す 。と 同様で す 。

例例)) BRDABRDA ＝＝ 192. 9 . 200 . 63  192. 9 . 200 . 63  LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   255 . 255 . 255. 255  255 . 255 . 255. 255

ご 注意ご 注意 前述前述 [4 [4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] ] 、、 後述後述 [4 [4--33--23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ

イ ア ド レ ス の 設定イ ア ド レ ス の 設定] ] に 関連が あ り ま す の で 、に 関連が あ り ま す の で 、こ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定しこ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定し

て 下さ い 。て 下さ い 。 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定の 際に は、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定の 際に は、 シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者

((ス ース ー パ ー ユ ー ザパ ー ユ ー ザ ) ) 等に 相談し て 下さ い 。等に 相談し て 下さ い 。
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[4[4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] ] 、、 [4 [4--33--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の 設定] ] 、、 [4 [4--33--

23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定] ] が 必要な場合の 接続例を 、が 必要な場合の 接続例を 、後述後述 [4 [4--5 5 異異

なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信なる ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信] ] に 記述し て あ り ま す の で 参照し て 下さ い 。に 記述し て あ り ま す の で 参照し て 下さ い 。

補　 足補　 足 ETHER ADDRESSETHER ADDRESS とと HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS は編集出来ま せ ん 。は編集出来ま せ ん 。

　　 ◆◆ ETHER ADDRESSETHER ADDRESS

　　 装置固有の 番号で 、装置固有の 番号で 、 出荷時に 機器別に 番号を 決定し て あ り ま す 。出荷時に 機器別に 番号を 決定し て あ り ま す 。

　　 弊社の弊社の EnetEnetシ リ ー ズ はシ リ ー ズ は IEEEIEEE よ り 取得の 番号を 各々よ り 取得の 番号を 各々11 台づ つ に 割り 当台づ つ に 割り 当

て て い ま す 。て て い ま す 。

　　 ◆◆ HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS

　　 通信相手ア ド レ ス で通信相手ア ド レ ス でHOSTHOSTの設定に 一致し た 相手機器の番号と なり ま す。の設定に 一致し た 相手機器の番号と なり ま す。

　　 Enet-BEnet-B は、は、 55 組ま で の組ま で の IPIP--ETHERETHER 組み合わ せ を 記録し て い ま す 。組み合わ せ を 記録し て い ま す 。

　　 55 組の 記録に あ る な ら組の 記録に あ る な ら H O STH O ST の 設定で 対応す るの 設定で 対応す る H O ST E TH E RH O ST E TH E R

ADDRESSADDRESS を 表示し ま す 。を 表示し ま す 。

　　 今ま で 通信し て い ない今ま で 通信し て い ない HOSTHOSTの 場合はこ の 項目はの 場合はこ の 項目は 00 と なり ま す 。と なり ま す 。

　　 通信を 行っ て 相手ア ド レ ス を 取得す る と こ の 項目に 表示さ れま す 。通信を 行っ て 相手ア ド レ ス を 取得す る と こ の 項目に 表示さ れま す 。

　　 44 --33 --2323 　 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定　 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定

異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れて い る 通信機器相手と コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行う 場異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れて い る 通信機器相手と コ ネ ク シ ョ ン の 開設を 行う 場

合、合、 そ の 通信経路を 設定し ま す 。そ の 通信経路を 設定し ま す 。

ア ド レ ス の 書式は、ア ド レ ス の 書式は、 自機自機 IP (STIP) IP (STIP) 、、 通信相手通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と 同様で す 。と 同様で す 。

255.255.255.255255.255.255.255 の 設定は、の 設定は、 出来ま せ ん 。出来ま せ ん 。

例例)) DEFGDEFG ＝＝ 192. 9 . 200. 1 192. 9 . 200. 1 LFCR デ フ ォ ル ト 値はデ フ ォ ル ト 値は   0.0 . 0. 0  0 .0 . 0. 0

ご 注意ご 注意 前述前述 [4 [4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] ] 、、 [4 [4--33--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス のブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス の

設定設定] ] に 関連が あ り ま す の で 、に 関連が あ り ま す の で 、 こ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定し て 下さ い 。こ ち ら も 必ず 読ん だ 上で 設定し て 下さ い 。

デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定の 際に は、デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定の 際に は、 シ ス テ ム 管理者シ ス テ ム 管理者 ( (ス ース ー

パ ー ユ ー ザパ ー ユ ー ザ ) ) 等に 相談し て 下さ い 。等に 相談し て 下さ い 。
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４ －４ 　 タ イ マ ー と 回数の 設定４ －４ 　 タ イ マ ー と 回数の 設定

タ イ マ ー と 回数は、タ イ マ ー と 回数は、 プ ロ ト コ ル に 基づ い て 関連が あ り ま す 。プ ロ ト コ ル に 基づ い て 関連が あ り ま す 。 　　 こ こ で は、こ こ で は、 関連す る関連す る

設定値を 時間的流れを 絡め て 説明し ま す 。設定値を 時間的流れを 絡め て 説明し ま す 。 　　 タ イ ム ア ウ ト と リ ト ラ イ オ ー バ で 通信タ イ ム ア ウ ト と リ ト ラ イ オ ー バ で 通信

不能と なる と 回線切断と なり ま す 。不能と なる と 回線切断と なり ま す 。 　　 BSCBSC へ はへ は EOTEOTコ ー ド を 送信し ま す 。コ ー ド を 送信し ま す 。 　　 TCPTCPへへ

はは RSTRSTを 出力し て コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。を 出力し て コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。

◆◆ 先行先行 SYNSYN コ ー ドコ ー ド

N5N5：： 送信す る 制御コ ー ド 及び テ キ ス ト に 先行し て 付加さ れる送信す る 制御コ ー ド 及び テ キ ス ト に 先行し て 付加さ れる SYNSYN コ ー ド の 数コ ー ド の 数

◆◆ BSCBSC へ の 送信開設手順へ の 送信開設手順

T3T3：： ENQENQ を 送信し て か らを 送信し て か ら ACK0ACK0 を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

N1N1：： ENQENQ 送信に 関し た 以下の 場合に送信に 関し た 以下の 場合に ENQENQ を 再送す る 回数を 再送す る 回数

T3T3 タ イ ム ア ウ ト 後、タ イ ム ア ウ ト 後、

ENQENQ 送信に 対し送信に 対し NAKNAK を 受信し た 。を 受信し た 。

異なる異なる IDID 付付 ACK0ACK0 を 受信し た 。を 受信し た 。

N1N1 回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ BSCBSC か ら の 受信開設手順か ら の 受信開設手順

T6T6：： ENQENQ 受信に 対し受信に 対し ACK0ACK0 を 送信し て か ら テ キ ス ト 受信ま で の タ イ ム ア ウ トを 送信し て か ら テ キ ス ト 受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

タ イ ム ア ウ ト でタ イ ム ア ウ ト で EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ BSCBSC へ の テ キ ス ト 送信へ の テ キ ス ト 送信

T5T5：： 送信タ イ ム フ ィ ラ ー送信タ イ ム フ ィ ラ ー

送信テ キ ス ト に送信テ キ ス ト に SYNSYN コ ー ド を 挿入す る 時間コ ー ド を 挿入す る 時間

N2N2：： 送信し た テ キ ス ト に 対す る送信し た テ キ ス ト に 対す る NAKNAK を 受信し た 時テ キ ス ト を 再送す る 回数を 受信し た 時テ キ ス ト を 再送す る 回数

N2N2 回再送後の回再送後の NAKNAK 受信で受信で

T2T2：： 送信し た テ キ ス ト に 対す る 応答が 無い 場合の タ イ ム ア ウ ト送信し た テ キ ス ト に 対す る 応答が 無い 場合の タ イ ム ア ウ ト

N4N4：： T2T2 タ イ ム ア ウ ト で 催促のタ イ ム ア ウ ト で 催促の ENQENQ を 送る 回数を 送る 回数

N4N4 回の 再送で も 応答無し なら回の 再送で も 応答無し なら DISCDISC とと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

　　 44 --33 --2424 　 通信相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 削除　 通信相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 削除

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か らプ ロ グ ラ ム モ ー ド 動作中に 非同期機器か ら DMAC DMAC LFCR   を 実行す る と 、を 実行す る と 、Enet-BEnet-Bは一は一

度取得し た 通信相手機器の度取得し た 通信相手機器の IPIPア ド レ ス と イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 対応ア ド レ ス と イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス の 対応55組を 全て 消組を 全て 消

去し ま す 。去し ま す 。 イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス に つ い て は、イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス に つ い て は、 上記上記 [ [補足補足] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。
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◆◆ BSCBSC か ら の テ キ ス ト 受信か ら の テ キ ス ト 受信

T1T1：： STXSTX を 受信し て か らを 受信し て か ら BCCBCC を 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ トを 受信す る ま で の タ イ ム ア ウ ト

T4T4：： 受信タ イ ム フ ィ ラ ー受信タ イ ム フ ィ ラ ー

受信テ キ ス ト に 挿入さ れる受信テ キ ス ト に 挿入さ れる SYNSYN コ ー ド の チ ェ ッ ク タ イ ムコ ー ド の チ ェ ッ ク タ イ ム

T4T4 タ イ ム ア ウ ト 以内にタ イ ム ア ウ ト 以内に SYNSYN の 受信が ない と デ ー タ エ ラ ー と なる 。の 受信が ない と デ ー タ エ ラ ー と なる 。

N3N3：： 受信テ キ ス ト に つ い て 以下の 事象が 発生し た 場合の受信テ キ ス ト に つ い て 以下の 事象が 発生し た 場合の NAKNAK 送信回数送信回数

T1T1 タ イ ム ア ウ トタ イ ム ア ウ ト

T4T4 タ イ ム ア ウ トタ イ ム ア ウ ト

受信テ キ ス ト の受信テ キ ス ト の CRCCRC 不一致不一致

受信エ ラ ー受信エ ラ ー  ( (オ ー バ ー ラ ン 等オ ー バ ー ラ ン 等))

N3N3 回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら回の 再送後で も 上記条件と なっ た ら EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ BSCBSC か ら の 次の 受信か ら の 次の 受信

T7T7：： テ キ ス ト に 対す るテ キ ス ト に 対す る ACK1 (ACK0) ACK1 (ACK0) を 送信後次の テ キ ス ト あ る い はを 送信後次の テ キ ス ト あ る い はEOTEOTを 受信を 受信

す る ま で の タ イ ム ア ウ トす る ま で の タ イ ム ア ウ ト

T7T7 経過し て も テ キ ス ト か経過し て も テ キ ス ト か EOTEOT受信が 無い 場合は受信が 無い 場合は EOTEOTとと RSTRSTを 送る 。を 送る 。

◆◆ WACKWACK 受信受信

T8T8：： ENQENQ あ る い はテ キ ス ト 送信に 対し て 相手があ る い はテ キ ス ト 送信に 対し て 相手が WACKWACK で 応答し て 来た 。で 応答し て 来た 。

解除の解除の ACK0 (ACK1) ACK0 (ACK1) の 受信ま で の タ イ ム ア ウ トの 受信ま で の タ イ ム ア ウ ト

N6N6：： T8T8 経過し て も 応答無し なら経過し て も 応答無し なら ENQENQ を 送信す る 回数を 送信す る 回数

N6N6 回実行後は回実行後は EOTEOTとと RSTRSTを 送るを 送る

◆◆ 同時受信同時受信

T9T9：： BSCBSC とと TCPTCPか ら 、か ら 、 同時に同時に ENQENQ 受信と なっ た 場合は、受信と なっ た 場合は、 TCPTCP側が 優先さ れる 。側が 優先さ れる 。

そ の 後のそ の 後の ENQENQ 送信ま で の 時間を 規定す る 。送信ま で の 時間を 規定す る 。

◆◆ BSCBSC へ の 送信待ちへ の 送信待ち

T10T10：： BSCBSC へ の 送信可能か を チ ェ ッ ク す る タ イ ム ア ウ トへ の 送信可能か を チ ェ ッ ク す る タ イ ム ア ウ ト

送信デ ー タ が あ る の に送信デ ー タ が あ る の に T10T10 間出力不可なら 送信は停止さ れる 。間出力不可なら 送信は停止さ れる 。



4141

第４ 章　 通信条件の 設定第４ 章　 通信条件の 設定

４ －５ 　 異な る ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信４ －５ 　 異な る ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信

Enet-BEnet-B が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク と 通信相手機器が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク が 異が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク と 通信相手機器が 接続さ れた ネ ッ ト ワ ー ク が 異

なる 場合、なる 場合、 前述前述 [4 [4--33--21 21 ネ ッ ト マ ス ク の 設定ネ ッ ト マ ス ク の 設定] [4] [4--33--22 22 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス

の 設定の 設定] [4] [4--33--23 23 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ の 設定デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ の 設定] ] が 必要に なり ま す 。が 必要に なり ま す 。

下記に 異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた 場合の 接続例と 、下記に 異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた 場合の 接続例と 、 こ の 時のこ の 時の Enet-BEnet-B の 各設の 各設

定値を 示し ま す 。定値を 示し ま す 。

尚尚、、 こ の 例で は 、こ の 例で は 、 Ene t -BEne t -B の 通信相手機器は 、の 通信相手機器は 、 弊社姉妹機種で も あ る弊社姉妹機種で も あ る Ene t -REne t -R

(RS232C TCP(RS232C TCP//IPIP プ ロ ト コ ル 変換器プ ロ ト コ ル 変換器) ) と し て い ま す 。と し て い ま す 。

通信相手機器は、通信相手機器は、 UNIXUNIX マ シ ン 等で も 問題あ り ま せ ん 。マ シ ン 等で も 問題あ り ま せ ん 。

Enet-R No.1
IP=165.200.20.12

No.1
IP= 165.200.20.01
ル ー タ

ネ ッ ト ワ ー ク

他ネ ッ ト へ

165.200.20.0

の サ ブ ネ ッ ト

165.200.50.0

の サ ブ ネ ッ ト

太線が コ ネ ク シ ョ ン 開設経路

No.2

IP= 165.200.20.02

ル ー タ

No.3

IP=165.200.50.01

ル ー タ Enet-R No.2

IP=165.200.50.40

IP=165.200.50.30
Enet-B
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４ －６ 　 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時の４ －６ 　 ネ ッ ト マ ス ク 値等設定時の A R PA R P 応答応答

Enet-BEnet-B は、は、 ネ ッ ト マ ス ク 、ネ ッ ト マ ス ク 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ

ア ド レ ス が 設定さ れて い る 場合、ア ド レ ス が 設定さ れて い る 場合、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ ) ) 、、 ル ー タ 等に よ り 発行さ れル ー タ 等に よ り 発行さ れ

るる ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス に 対し て 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス に 対し て 、 以下の 条件が 一致す る と 応答し ま す 。以下の 条件が 一致す る と 応答し ま す 。

◆◆ 設定内容に 関わ ら ず 必ず チ ェ ッ ク さ れる も の設定内容に 関わ ら ず 必ず チ ェ ッ ク さ れる も の

ARPARP で 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ トで 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ ト IPIP と 自機と 自機 IP (STIP) IP (STIP) の 一致の 一致

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク の 設定が あ る 場合ネ ッ ト マ ス ク の 設定が あ る 場合

ARPARP発行元と 通信相手発行元と 通信相手 IP (HOST) IP (HOST) と の 一致　 も し く はと の 一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス  (BRDA)  (BRDA) と の 一致と の 一致

◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ  (DEFG)  (DEFG) の 設定が あ り 、の 設定が あ り 、 自機自機 IP (STIP) IP (STIP) と 通信相手と 通信相手 IPIP

(HOST) (HOST) が 異なる ネ ッ ト ワ ー クが 異なる ネ ッ ト ワ ー ク IPIP ア ド レ ス の 場合ア ド レ ス の 場合

ARPARP 発行元発行元 IPIP と 通信相手Ｉと 通信相手Ｉ IP (HOST) IP (HOST) と の 一致　 も し く はと の 一致　 も し く は

ARPARP発行元発行元IPIPと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ スと ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス  (BRDA)  (BRDA) と の 一致　 も し く はと の 一致　 も し く は

ARPARP 発行元発行元 IPIPと デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イと デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ  (DEFG)  (DEFG) と の 一致と の 一致

Enet-REnet-R No.1 No.1 と 通信す る 場合のと 通信す る 場合の Enet-BEnet-B の 設定例の 設定例

*** BSC ****** BSC ***

BSCBSC側は省略側は省略

*** TCP ****** TCP ***

ETHER ADDRESSETHER ADDRESS 00:C0:84:02:F0:0100:C0:84:02:F0:01 IP ADDRESSIP ADDRESS STIP=165.200.50.30STIP=165.200.50.30

HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS 00:00:00:00:00:0000:00:00:00:00:00 HOST IP ADDRESSHOST IP ADDRESS HOST=165.200.20.12HOST=165.200.20.12

SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER STSP=9999STSP=9999 DEST PORT NUMBERDEST PORT NUMBER STDP=7777STDP=7777

DATA TYPEDATA TYPE TCPD=JIS8TCPD=JIS8

NETWORK ADDRESS  NETM=225.225.225.0  BRDA=165.200.50.255  DEFG=165.200.50.1NETWORK ADDRESS  NETM=225.225.225.0  BRDA=165.200.50.255  DEFG=165.200.50.1

Enet-BEnet-B は、は、 上記の よ う な設定で 、上記の よ う な設定で 、 異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた異なる ネ ッ ト ワ ー ク に 接続さ れた Enet-REnet-R No.1 No.1

の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に 応じ ま す 。の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に 応じ ま す 。

Enet-REnet-R No.2 No.2 と 通信す る 場合は、と 通信す る 場合は、 同一ネ ッ ト ワ ー ク 内の 通信と なり ま す の で 、同一ネ ッ ト ワ ー ク 内の 通信と なり ま す の で 、 ネ ッネ ッ

ト マ ス ク 、ト マ ス ク 、 ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ア ド レ ス 、 デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定はデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス の 設定は

不要で す 。不要で す 。 ( (そ れぞ れデ フ ォ ル ト 値と し ま す 。そ れぞ れデ フ ォ ル ト 値と し ま す 。))
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  第５ 章　第５ 章　 コ ー ド 表コ ー ド 表

５ －１ 　５ －１ 　 B S CB S C 伝送制御文字伝送制御文字

伝送制御文字 ASCII EBCDIC 説　 明

SYN 16 32 同期信号

SOH 01 01 ヘ デ ィ ン グ 開始

STX 02 02 テ キ ス ト 開始

ETB 17 26 伝送ブ ロ ッ ク 終結

ITB 1F 1F 中間伝送ブ ロ ッ ク 終結

ETX 03 03 テ キ ス ト 終結

EOT 04 37 伝送終結

ENQ 05 2D 問い 合わ せ

DLE 10 10 伝送制御拡張

ACK0 10+30 10+70 肯定応答

ACK1 10+31 10+61 肯定応答

NAK 15 3D 否定応答

WACK 10+3B 10+ 6B 送信待機要求

RVI 10+ 3C 10+7C 反転中断

TTD 02+05 02+2D 一時テ キ ス ト 遅延

DISC 10+04 10+37 回線切断
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５ －２ 　５ －２ 　 E BC D ICE BC D IC コ ー ド 表コ ー ド 表 ( (英小文字対応英小文字対応))

00 NUL 20 40 SP 60 - 80 A0 C0 { E0 $

01 SOH 21 41 61 / 81 a A1 C1 A E1

02 STX 22 42 62 82 b A2 s C2 B E2 S

03 ETX 23 43 63 83 c A3 t C3 C E3 T

04 24 44 64 84 d A4 u C4 D E4 U

05 HT 25 LF 45 65 85 e A5 v C5 E E5 V

06 26 ETB 46 66 86 f A6 w C6 F E6 W

07 DEL 27 ESC 47 67 87 g A7 x C7 G E7 X

08 28 48 68 88 h A8 y C8 H E8 Y

09 29 49 69 89 ｉ A9 z C9 I E9 Z

0A 2A 4A PON 6A 8A AA CA EA

0B VT 2B 4B . 6B , 8B AB CB EB

0C FF 2C 4C < 6C % 8C AC CC EC

0D CR 2D ENQ 4D ( 6D _ 8D AD CD ED

0E SO 2E ACK 4E + 6E > 8E AE CE EE

0F SI 2F BEL 4F ¦ 6F ? 8F AF CF EF

10 DLE 30 50 & 70 90 B0 D0 } F0 0

11 DC1 31 51 71 91 j B1 D1 J F1 1

12 DC2 32 SYN 52 72 92 k B2 D2 K F2 2

13 DC3 33 53 73 93 l B3 D3 L F3 3

14 34 54 74 94 m B4 D4 M F4 4

15 NL 35 55 75 95 n B5 D5 N F5 5

16 BS 36 56 76 96 o B6 D6 O F6 6

17 NUL 37 EOT 57 77 97 p B7 D7 P F7 7

18 CAN 38 58 78 98 q B8 D8 Q F8 8

19 EM 39 59 79 99 r B9 D9 R F9 9

1A 3A 5A ! 7A : 9A BA DA FA

1B 3B 5B ¥ 7B # 9B BB DB FB

1C FS 3C DC4 5C * 7C @ 9C BC DC FC

1D GS 3D NAK 5D ) 7D ’ 9D BD DD FD

1E RS 3E 5E ; 7E = 9E BE DE FE

1F US 3F SUB 5F ＾ 7F " 9F BF DF FF
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５ －３ 　５ －３ 　 E BCD IKE BCD IK コ ー ド 表コ ー ド 表 ( (カ ナ 対応カ ナ 対応))

00 NUL 20 40 SP 60 - 80 A0 C0 { E0 $

01 SOH 21 41 。 61 / 81 ｱ A1 C1 A E1

02 STX 22 42 「 62 82 ｲ A2 ﾍ C2 B E2 S

03 ETX 23 43 」 63 83 ｳ A3 ﾎ C3 C E3 T

04 24 44 、 64 84 ｴ A4 ﾏ C4 D E4 U

05 HT 25 LF 45 。 65 85 ｵ A5 ﾐ C5 E E5 V

06 26 ETB 46 ｦ 66 86 ｶ A6 ﾑ C6 F E6 W

07 DEL 27 ESC 47 ｱ 67 87 ｷ A7 ﾒ C7 G E7 X

08 28 48 ｲ 68 88 ｸ A8 ﾓ C8 H E8 Y

09 29 49 ｳ 69 89 ｹ A9 ﾔ C9 I E9 Z

0A 2A 4A POND 6A 8A ｺ AA ﾕ CA EA

0B VT 2B 4B . 6B , 8B AB CB EB

0C FF 2C 4C < 6C % 8C ｻ AC ﾖ CC EC

0D CR 2D ENQ 4D ( 6D _ 8D ｼ AD ﾗ CD ED

0E SO 2E ACK 4E + 6E > 8E ｽ AE ﾘ CE EE

0F SI 2F BEL 4F ¦ 6F ? 8F ｾ AF ﾙ CF EF

10 DLE 30 50 & 70 90 ｿ B0 D0 } F0 0

11 DC1 31 51 ｴ 71 91 ﾀ B1 D1 J F1 1

12 DC2 32 SYN 52 ｵ 72 92 ﾁ B2 D2 K F2 2

13 DC3 33 53 ﾔ 73 93 ﾂ B3 D3 L F3 3

14 34 54 ﾕ 74 94 ﾃ B4 D4 M F4 4

15 NL 35 55 ﾖ 75 95 ﾄ B5 D5 N F5 5

16 BS 36 56 ﾂ 76 96 ﾅ B6 D6 O F6 6

17 NUL 37 EOT 57 77 97 ﾆ B7 D7 P F7 7

18 CAN 38 58 - 78 98 ﾇ B8 D8 Q F8 8

19 EM 39 59 79 99 ﾈ B9 D9 R F9 9

1A 3A 5A ! 7A : 9A ﾉ BA ﾚ DA FA

1B 3B 5B ¥ 7B # 9B BB ﾛ DB FB

1C FS 3C DC4 5C * 7C @ 9C BC ﾜ DC FC

1D GS 3D NAK 5D ) 7D ’ 9D ﾊ BD ﾝ DD FD

1E RS 3E 5E ; 7E = 9E ﾋ BE ゛ DE FE

1F US 3F SUB 5F ＾ 7F " 9F ﾌ BF ゜ DF FF
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５ －４ 　５ －４ 　 A S C I IA S C I I コ ー ド 表コ ー ド 表

00 NUL 20 SP 40 @ 60 '

01 SOH 21 ! 41 A 61 a

02 STX 22 " 42 B 62 b

03 ETX 23 # 43 C 63 c

04 EOT 24 $ 44 D 64 d

05 ENQ 25 % 45 E 65 e

06 ACK 26 & 46 F 66 f

07 BEL 27 ’ 47 G 67 g

08 BS 28 ( 48 H 68 h

09 HT 29 ) 49 I 69 ｉ

0A LF 2A * 4A J 6A j

0B VT 2B + 4B K 6B k

0C FF 2C , 4C L 6C l

0D CR 2D - 4D M 6D m

0E SO 2E . 4E N 6E n

0F SI 2F / 4F O 6F o

10 DLE 30 0 50 P 70 p

11 DC1 31 1 51 Q 71 q

12 DC2 32 2 52 R 72 r

13 DC3 33 3 53 S 73 s

14 DC4 34 4 54 T 74 t

15 NAK 35 5 55 U 75 u

16 SYN 36 6 56 V 76 v

17 ETB 37 7 57 W 77 w

18 CAN 38 8 58 X 78 x

19 EM 39 9 59 Y 79 y

1A SUB 3A : 5A Z 7A z

1B ESC 3B ; 5B [ 7B {

1C FS 3C < 5C ¥ 7C ¦

1D GS 3D = 5D ] 7D }

1E RS 3E > 5E ^ 7E -

1F US 3F ? 5F _ 7F DEL
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５ －５ 　５ －５ 　 JI S 8JI S 8 コ ー ド 表コ ー ド 表

00 NUL 20 SP 40 @ 60 ' 80 A0 C0 ﾀ E0

01 SOH 21 ! 41 A 61 a 81 A1 。 C1 ﾁ E1

02 STX 22 " 42 B 62 b 82 A2 ｢ C2 ﾂ E2

03 ETX 23 # 43 C 63 c 83 A3 ｣ C3 ﾃ E3

04 EOT 24 $ 44 D 64 d 84 A4 、 C4 ﾄ E4

05 ENQ 25 % 45 E 65 e 85 A5 . C5 ﾅ E5

06 ACK 26 & 46 F 66 f 86 A6 ｦ C6 ﾆ E6

07 BEL 27 ' 47 G 67 g 87 A7 ｧ C7 ﾇ E7

08 BS 28 ( 48 H 68 h 88 A8 ｨ C8 ﾈ E8

09 HT 29 ) 49 I 69 ｉ 89 A9 ｩ C9 ﾉ E9

0A LF 2A * 4A J 6A j 8A AA ｪ CA ﾊ EA

0B VT 2B + 4B K 6B k 8B AB ｫ CB ﾋ EB

0C FF 2C , 4C L 6C l 8C AC ｬ CC ﾌ EC

0D CR 2D - 4D M 6D m 8D AD ｭ CD ﾍ ED

0E SO 2E . 4E N 6E n 8E AE ｮ CE ﾎ EE

0F SI 2F / 4F O 6F o 8F AF ｯ CF ﾏ EF

10 DLE 30 0 50 P 70 p 90 B0 - D0 ﾐ F0

11 DC1 31 1 51 Q 71 q 91 B1 ｱ D1 ﾑ F1

12 DC2 32 2 52 R 72 r 92 B2 ｲ D2 ﾒ F2

13 DC3 33 3 53 S 73 s 93 B3 ｳ D3 ﾓ F3

14 DC4 34 4 54 T 74 t 94 B4 ｴ D4 ﾔ F4

15 NAK 35 5 55 U 75 u 95 B5 ｵ D5 ﾕ F5

16 SYN 36 6 56 V 76 v 96 B6 ｶ D6 ﾖ F6

17 ETB 37 7 57 W 77 w 97 B7 ｷ D7 ﾗ F7

18 CAN 38 8 58 X 78 x 98 B8 ｸ D8 ﾘ F8

19 EM 39 9 59 Y 79 y 99 B9 ｹ D9 ﾙ F9

1A SUB 3A : 5A Z 7A z 9A BA ｺ DA ﾚ FA

1B ESC 3B ; 5B [ 7B { 9B BB ｻ DB ﾛ FB

1C FS 3C < 5C ¥ 7C ¦ 9C BC ｼ DC ﾜ FC

1D GS 3D = 5D ] 7D } 9D BD ｽ DD ﾝ FD

1E RS 3E > 5E ^ 7E - 9E BE ｾ DE ゛ FE

1F US 3F ? 5F _ 7F DEL 9F BF ｿ DF ゜ FF
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第６ 章第６ 章　 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ　 ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

1.1 . プ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ム SWSW を 押し て も 設定操作が 出来な いを 押し て も 設定操作が 出来な い

　　 確認確認：： PROGPROG のの LEDLED は点灯し て い ま す か ？は点灯し て い ま す か ？

非同期用の ケ ー ブ ル を 使用し て い ま す か ？非同期用の ケ ー ブ ル を 使用し て い ま す か ？

設定に 使用す る タ ー ミ ナ ル の 通信条件は正し い で す か ？設定に 使用す る タ ー ミ ナ ル の 通信条件は正し い で す か ？

　　 [9600BPS[9600BPS、、 デ ー タデ ー タ 88 ビ ッ ト 、ビ ッ ト 、 パ リ テ ィ 無しパ リ テ ィ 無し ]]

コ マ ン ド に 続い てコ マ ン ド に 続い て CRCR とと LFLF の コ ー ド を 送っ て い ま す か ？の コ ー ド を 送っ て い ま す か ？

2 .2 . BSCBSC の 伝送を し な いの 伝送を し な い

　　 確認確認：： ケ ー ブ ル はケ ー ブ ル は BSCBSC 用で 結線は正し い で す か ？用で 結線は正し い で す か ？

制御コ ー ド の 設定は正し い で す か ？制御コ ー ド の 設定は正し い で す か ？

3 .3 . BSCBSC で 時々デ ー タ 化け が あ るで 時々デ ー タ 化け が あ る

　　 確認確認：： ケ ー ブ ル はケ ー ブ ル は BSCBSC 用で 結線は正し い で す か ？用で 結線は正し い で す か ？

　　 説明説明：： デ ー タ 化け はデ ー タ 化け は RXCRXC、、 ST1ST1、、 ST2ST2 の 関係が 正し く な い と 発生し ま す 。の 関係が 正し く な い と 発生し ま す 。

特に 長い テ キ ス ト で 起き や す く なり ま す 。特に 長い テ キ ス ト で 起き や す く なり ま す 。

4 .4 . イ ー サ ネ ッ ト の コ ネ ク シ ョ ン 開設が う ま く 行え な い 時イ ー サ ネ ッ ト の コ ネ ク シ ョ ン 開設が う ま く 行え な い 時

　　 確認確認：： IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポ ー ト 番号の 設定は正し い で す か ？ポ ー ト 番号の 設定は正し い で す か ？

　　 説明説明：： TCPTCP//IPIP通信相手機器と通信相手機器と Enet-BEnet-Bと の コ ネ ク シ ョ ン が 開設出来ない 場合と の コ ネ ク シ ョ ン が 開設出来ない 場合

は、は、 Enet-BEnet-B に 設定す るに 設定す る IPIP ア ド レ ス 等の 不一致が 考え ら れま す 。ア ド レ ス 等の 不一致が 考え ら れま す 。

相手／自機と も に 指定の相手／自機と も に 指定の IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、ポ ー ト 番号を 設定す る 必要が 有ポ ー ト 番号を 設定す る 必要が 有

り ま す 。り ま す 。

尚尚、、 HOST ETHER ADDRESSHOST ETHER ADDRESS は自動的に 取得し ま す 。は自動的に 取得し ま す 。

　　 確認確認：： サ ブ ネ ッ ト で 構成さ れて い る シ ス テ ム で はあ り ま せ ん か ？サ ブ ネ ッ ト で 構成さ れて い る シ ス テ ム で はあ り ま せ ん か ？

　　 説明説明：： ル ー タ を 介在し た 他の サ ブ ネ ッ ト に 接続さ れた 機器と の 通信の 場合はル ー タ を 介在し た 他の サ ブ ネ ッ ト に 接続さ れた 機器と の 通信の 場合は

　　 ネ ッ ト ワ ー ク の 設定も 必要で す 。ネ ッ ト ワ ー ク の 設定も 必要で す 。 NETMNETM をを Enet-BEnet-B を 接続す る サ ブを 接続す る サ ブ

ネ ッ ト に 、ネ ッ ト に 、 DEFGDEFG を そ の サ ブ ネ ッ ト の ル ー タ に 設定し て 下さ い 。を そ の サ ブ ネ ッ ト の ル ー タ に 設定し て 下さ い 。
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5 .5 . イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と B SCB SC の 双方か ら 同時に 送信し た と き 、の 双方か ら 同時に 送信し た と き 、 伝送不可と な る伝送不可と な る

　　 確認確認：： BSCBSC 側の デ ー タ が 長い か テ キ ス ト 分割す る 場合で 、側の デ ー タ が 長い か テ キ ス ト 分割す る 場合で 、 イ ー サ ネ ッ ト とイ ー サ ネ ッ ト と

BSCBSC の 双方が 同時に 送信を 開始す る 様な条件はあ り ま せ ん か ？の 双方が 同時に 送信を 開始す る 様な条件はあ り ま せ ん か ？

　　 説明説明：： Enet-BEnet-B V2.1 V2.1 で は双方が 同時に デ ー タ を 送信し た 場合、で は双方が 同時に デ ー タ を 送信し た 場合、 次の よ う に 扱次の よ う に 扱

い ま す 。い ま す 。

BSCBSC 上で上で ENQENQ が 交錯す る 場合はが 交錯す る 場合は BSCBSC プ ロ ト コ ル に 従い 、プ ロ ト コ ル に 従い 、 Enet-BEnet-B がが

優先局と し て 扱わ れま す 。優先局と し て 扱わ れま す 。

イ ー サ ネ ッ ト 上で デ ー タ パ ケ ッ ト が 交錯す る 場合は双方の デ ー タ 共、イ ー サ ネ ッ ト 上で デ ー タ パ ケ ッ ト が 交錯す る 場合は双方の デ ー タ 共、

伝送さ れま す 。伝送さ れま す 。

し か し 、し か し 、 BSCBSC か ら の デ ー タ が 複数パ ケ ッ ト に 分割さ れて い る 場合にか ら の デ ー タ が 複数パ ケ ッ ト に 分割さ れて い る 場合に

イ ー サ ネ ッ ト か ら の デ ー タ を 受信す る と 、イ ー サ ネ ッ ト か ら の デ ー タ を 受信す る と 、お 互い の パ ケ ッ ト の 完了をお 互い の パ ケ ッ ト の 完了を

チ ェ ッ ク 出来なく なり ま す 。チ ェ ッ ク 出来なく なり ま す 。

こ れは異なる プ ロ ト コ ル の 為に 生じ る 現象で す 。こ れは異なる プ ロ ト コ ル の 為に 生じ る 現象で す 。

状況と し て は伝送の リ ト ラ イ を 行い 、状況と し て は伝送の リ ト ラ イ を 行い 、タ イ ム ア ウ ト し て コ ネ ク シ ョ ンタ イ ム ア ウ ト し て コ ネ ク シ ョ ン

を 終了し ま す 。を 終了し ま す 。

BSCBSC へ はへ は EOTEOTを 返し ま す 。を 返し ま す 。

　　 対策対策：： も し こ の 様な現象が 発生す る なら 、も し こ の 様な現象が 発生す る なら 、 BSCBSC 側で側で ENQENQ か らか ら EOTEOTま で をま で を

デ ー タデ ー タ 11 パ ケ ッ ト と なる よ う に し ま す 。パ ケ ッ ト と なる よ う に し ま す 。 ETBETB で 区切る 様な分割を し なで 区切る 様な分割を し な

い で 下さ い 。い で 下さ い 。

イ ー サ ネ ッ ト に 比べ る とイ ー サ ネ ッ ト に 比べ る と BSCBSCの プ ロ ト コ ル は速度が か なり 遅く なり まの プ ロ ト コ ル は速度が か なり 遅く なり ま

す 。す 。こ の 性質を 考慮し て デ ー タ 伝送の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作成す る 必こ の 性質を 考慮し て デ ー タ 伝送の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 作成す る 必

要が あ り ま す 。要が あ り ま す 。
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第７ 章　 そ の 他第７ 章　 そ の 他

  第７ 章　第７ 章　 そ の 他そ の 他

Enet-BEnet-B は下記の 階層を サ ポ ー ト し て い ま す 。は下記の 階層を サ ポ ー ト し て い ま す 。

こ れ以外のこ れ以外の TELNETTELNET、、FTPFTP等の セ ッ シ ョ ン 層、等の セ ッ シ ョ ン 層、ア プ リ ケ ー シ ョ ン 層はサ ポ ー ト し て いア プ リ ケ ー シ ョ ン 層はサ ポ ー ト し て い

ま せ ん 。ま せ ん 。

　 ト ラ ン ス ポ ー ト 層

　 ネ ッ ト ワ ー ク 層 IP ICMP ARP

TCP

７７ -- １ 　 サ ポ ー ト 階層１ 　 サ ポ ー ト 階層

７７ -- ２ 　 ユ ー ザ ー サ ポ ー ト２ 　 ユ ー ザ ー サ ポ ー ト

ご 購入頂き ま し たご 購入頂き ま し た Enet-BEnet-Bに 関す る ご 質問に 関す る ご 質問・・ ご 相談はご 相談は､､弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で お 問

い 合わ せ 下さ い 。い 合わ せ 下さ い 。

こ の 際こ の 際､､次ペ ー ジ次ペ ー ジ  ( (見開き ２ ペ －ジ 分見開き ２ ペ －ジ 分) ) を コ ピ ー の 上を コ ピ ー の 上､､使用環境使用環境､､設定内容等を 記入し て設定内容等を 記入し て

FAXFAX し て い た だ く とし て い た だ く と ､､迅速なサ ポ ー ト が 可能と なり ま す の で ご 利用下さ い 。迅速なサ ポ ー ト が 可能と なり ま す の で ご 利用下さ い 。

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

Ｔ Ｅ ＬＴ Ｅ Ｌ ０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ８ ４ １０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ８ ４ １  ( (代代))

Ｆ Ａ ＸＦ Ａ Ｘ ０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ７ ９ １０ ４ －２ ９ ２ ４ －３ ７ ９ １

受付時間受付時間 月曜～金曜月曜～金曜 ( (祝祭日は 除く祝祭日は 除く ))

Ａ Ｍ ９Ａ Ｍ ９ ：： ０ ０ ～１ ２０ ０ ～１ ２ ：： ０ ００ ０

Ｐ Ｍ １Ｐ Ｍ １ ：： ０ ０ ～　 ５０ ０ ～　 ５ ：： ０ ００ ０

EE --m a i lm a i l s u p p o r t @ d a t a -l i n k . c o . j ps u p p o r t @ d a t a -l i n k . c o . j p
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３ 　 動作環境３ 　 動作環境

４ 　 基本仕様４ 　 基本仕様

２ 　２ 　 TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク の 内容デ ィ ス ク の 内容

TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク に は、デ ィ ス ク に は、 つ ぎ の フ ァ イ ル が 含ま れて い ま す 。つ ぎ の フ ァ イ ル が 含ま れて い ま す 。

付録．付録． TERM WINTERM WIN ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル

１ 　 概　 要１ 　 概　 要

こ の マ ニ ュ ア ルこ の マ ニ ュ ア ル  ( (付録付録) ) は、は、 RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN の 使用方法の 使用方法

に つ い て 説明し て い ま す 。に つ い て 説明し て い ま す 。

TERM WINTERM WINは、は、 キ ー ボ ー ド 入力デ ー タ のキ ー ボ ー ド 入力デ ー タ の RS232CRS232C ポ ー ト へ の 送信、ポ ー ト へ の 送信、 及び 画面表示、及び 画面表示、

RS232CRS232C ポ ー ト か ら の デ ー タ 受信、ポ ー ト か ら の デ ー タ 受信、 及び 画面表示を 行う プ ロ グ ラ ム で す 。及び 画面表示を 行う プ ロ グ ラ ム で す 。

TERM WINTERM WINを 使用す る に 当た っ て 、を 使用す る に 当た っ て 、Windows98Windows98以上の以上の DOS-VDOS-Vパソ コ ン が必要で す 。パソ コ ン が必要で す 。

Tw1220.exe： ア プ リ ケ －シ ョ ン

解凍 Termw10.cnt： CNTフ ァ イ ル

Termw10.hlp： ヘ ル プ フ ァ イ ル

TermWin.exe： 実行フ ァ イ ル

TERMWIN.ini： 設定フ ァ イ ル

TERMWIN.stf： STFフ ァ イ ル

　 パ ソ コ ン　 パ ソ コ ン ：： DOS-VDOS-Vパ ソ コ ンパ ソ コ ン ,OS,OS：： Windows98Windows98 以上以上 ,, メ イ ン メ モ リメ イ ン メ モ リ ：： 640K640K バ イ ト 以上バ イ ト 以上

ご 注意ご 注意 本プ ロ グ ラ ム は 、本プ ロ グ ラ ム は 、 特定の 機種に よ る 動作確認の みを 行っ た サ ー ビ ス 品で す の で 、特定の 機種に よ る 動作確認の みを 行っ た サ ー ビ ス 品で す の で 、

つ ぎ の 点に ご 注意の 上ご 使用く だ さ い 。つ ぎ の 点に ご 注意の 上ご 使用く だ さ い 。

◆プ ロ グ ラ ム の 開発に 当た っ て は 、◆プ ロ グ ラ ム の 開発に 当た っ て は 、 DOS/VDOS/V 仕様機で の 動作を 前提に し て お り仕様機で の 動作を 前提に し て お り

　 ま す が 、　 ま す が 、 機種に よ っ て は 動作し な い こ と も 考え ら れま す 。機種に よ っ て は 動作し な い こ と も 考え ら れま す 。 こ の よ う な 場合でこ の よ う な 場合で

　 も 、　 も 、 弊社は 保証い た し ま せ ん 。弊社は 保証い た し ま せ ん 。

◆本プ ロ グ ラ ム は、◆本プ ロ グ ラ ム は、 使用者の 責任に お い て ご 使用く だ さ い 。使用者の 責任に お い て ご 使用く だ さ い 。 万一、万一、 ご 利用に よ るご 利用に よ る

　 不利益や 損害が 生じ た 場合で も 、　 不利益や 損害が 生じ た 場合で も 、 弊社は 責任を 負い か ねま す 。弊社は 責任を 負い か ねま す 。

◆本プ ロ グ ラ ム の コ ピ ー 、◆本プ ロ グ ラ ム の コ ピ ー 、 及び 配布は認め て お り ま せ ん 。及び 配布は認め て お り ま せ ん 。 コ ピ ー 、コ ピ ー 、 及び 配布は絶及び 配布は絶

　 対に 行わ な い で く だ さ い 。　 対に 行わ な い で く だ さ い 。

画面表示

エ ラ ー 表示

バッ フ ァ 容量

カ ラ ー 、 モ ー ド

送信デ ー タ を 水色、 受信デ ー タ を 白色で 表示

通信条件の 不一致、 パ リ テ ィ エ ラ ー 等で 正常な
受信が 行われない 場合は、 当該受信デ ー タ を ブ

リ ン ク （ 点滅） 表示

送信バッ フ ァ 、 受信バッ フ ァ 共に 4Kバイ ト
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５ 　 起動と 終了５ 　 起動と 終了

①① TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク を パ ソ コ ン のデ ィ ス ク を パ ソ コ ン の CDCD ド ラ イ ブ に 挿入し ま す 。ド ラ イ ブ に 挿入し ま す 。

②② 保存先に 指定す る フ ォ ル ダ を 新規に 作成し 、保存先に 指定す る フ ォ ル ダ を 新規に 作成し 、 [Tw1220.exe]  [Tw1220.exe] を コ ピ －し ま す 。を コ ピ －し ま す 。

③③ [Tw1220.exe] [Tw1220.exe] を ダ ブ ル ク リ ッ ク し 、を ダ ブ ル ク リ ッ ク し 、解凍先に ②の フ ォ ル ダ を 指定す る と 、解凍先に ②の フ ォ ル ダ を 指定す る と 、５ つ の５ つ の

フ ァ イ ル が 表示さ れま す 。フ ァ イ ル が 表示さ れま す 。

④④ [TERMWIN.EXE] [TERMWIN.EXE] フ ァ イ ル ア イ コ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 起動し ま す 。フ ァ イ ル ア イ コ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 起動し ま す 。

⑤⑤ メ イ ン 画面が 表示さ れ、メ イ ン 画面が 表示さ れ、 使用可能な状態に なり ま す 。使用可能な状態に なり ま す 。

TERM WINTERM WIN の 終了の 終了

TERM WINTERM WIN の 起動の 起動

[F12] [F12] キ ー ま た は、キ ー ま た は、 右下の右下の  [Exit]  [Exit] ボ タ ン で 終了し ま す 。ボ タ ン で 終了し ま す 。

６ 　 メ イ ン 画面６ 　 メ イ ン 画面

デ ー タ 表示領域

制御LED

機能バー

送受信デ ー タ が 表示さ れま す 。

RTS、 DTR、 CTS及び DSR制御ラ イ ン の 状態が 表示さ れま す。

で は、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に [通信速度の 変更]等の 各種機能

が 割り 当て ら れて い ま す 。
機能バー 内の 四角は 左か ら 順に [FI]キ ー ～[F12]キ ー に 対応し

て お り 、 各種機能や 通信速度等の 現状を 表し て い ま す 。
尚、 空白の 四角は、 対応する フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に 何も 機能
が 割り 当て ら れて い ない こ と を 表し て い ま す 。

機能バ ー機能バ ー

メ ニ ュ ー バ ーメ ニ ュ ー バ ー

デ ー タ 表示領域デ ー タ 表示領域

制御制御 LEDLED
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７ 　 各種機能７ 　 各種機能

◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択 [ 2St op]  [ 2St op]  ボ タ ンボ タ ン

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 選択し ま す 。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [ [F1F1] ] キ ーキ ー

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長：： 11//1.51.5//22 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 22

◆パ リ テ ィ の 選択◆パ リ テ ィ の 選択 [ P=None]  [ P=None]  ボ タ ンボ タ ン

パ リ テ ィ を 選択し ま す 。パ リ テ ィ を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F2]  [F2] キ ーキ ー

パリ テ ィパリ テ ィ ：： nonenone  ((なしなし ) ) //eveneven  ((偶数偶数))//oddodd  ((奇数奇数))

初期値初期値 ：： nonenone

◆デ ー タ 長の 選択◆デ ー タ 長の 選択 [ 8Len]  [ 8Len]  ボ タ ンボ タ ン

デ ー タ 長を 選択し ま す 。デ ー タ 長を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F3]  [F3] キ ーキ ー

データ 長データ 長：： 77//88 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 88

◆通信速度の 選択◆通信速度の 選択 [ 9600]  [ 9600]  ボ タ ンボ タ ン

通信速度を 選択し ま す 。通信速度を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F4]  [F4] キ ーキ ー

通信速度通信速度：： 12001200//24002400//48004800//96009600//19200 19200 //2880028800//3840038400//5760057600//7680076800//115200115200

◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択 [ Com1]  [ Com1]  ボ タ ンボ タ ン

シ リ ア ル ポ －ト を 選択し ま す 。シ リ ア ル ポ －ト を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F5]  [F5] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： Com1Com1

◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択 [ Nor ma l ]  [ Nor ma l ]  ボ タ ンボ タ ン

送受信デ ー タ の 表示形式を 選択し ま す 。送受信デ ー タ の 表示形式を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F6]  [F6] キ ーキ ー

表示形式表示形式：： normalnormal  ((キャ ラ ク タ 表示キャ ラ ク タ 表示) )   // hex hex  (16(16 進数表示進数表示))

初期値初期値 ：： normalnormal

◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択 [ Ful l ]  [ Ful l ]  ボ タ ンボ タ ン

送信デ ー タ の 表示／非表示を 選択し ま す 。送信デ ー タ の 表示／非表示を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F7]  [F7] キ ーキ ー

表示／非表示表示／非表示：： Full (Full (表示表示) ) //Half (Half (非表示非表示))

初期値初期値 ：： FullFull
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◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択 [ CR + LF]  [ CR + LF]  ボ タ ンボ タ ン

［［ EnterEnter］］ キ ー を 押下し た 時に 送出す る デ リ ミ タ コ ー ド を 選択し ま す 。キ ー を 押下し た 時に 送出す る デ リ ミ タ コ ー ド を 選択し ま す 。

キ ーキ ー 　　：：  [F8]  [F8] キ ーキ ー

デ リ ミ タ コ ー ドデ リ ミ タ コ ー ド ：： CR (0DhCR (0Dh の み送出の み送出) ) //CR +  LF (0DhCR +  LF (0Dh とと 0Ah0Ah を 送出を 送出))

初期値初期値 　　 ：： CR +  LFCR +  LF

◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア [ Cl ear ]  [ Cl ear ]  ボ タ ンボ タ ン

デ ー タ 表示領域を ク リ ア し 、デ ー タ 表示領域を ク リ ア し 、 カ ー ソ ル を 表示領域左上隅に 移動し ま す 。カ ー ソ ル を 表示領域左上隅に 移動し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F9]  [F9] キ ーキ ー

※※ キ ー ボ ー ド 入力の 誤打を ク リ ア す る 機能で はあ り ま せ ん 。キ ー ボ ー ド 入力の 誤打を ク リ ア す る 機能で はあ り ま せ ん 。

◆◆コ マ ン ド キ ー ワ ー ド の 送出コ マ ン ド キ ー ワ ー ド の 送出 [LIK#] [LIK#] ボ タ ンボ タ ン

[F8] [F8] キ ー を 押下す る 度にキ ー を 押下す る 度に  LINK#  LINK# の 文字列を 送出し ま す 。の 文字列を 送出し ま す 。 こ の 文字列は、こ の 文字列は、 弊社製マ ル弊社製マ ル

チ プ レ ク サ の デ フ ォ ル ト の コ マ ン ド キ ー ワ ー ド で す 。チ プ レ ク サ の デ フ ォ ル ト の コ マ ン ド キ ー ワ ー ド で す 。

キ ーキ ー ：：  [F11]  [F11] キ ーキ ー

◆◆ TERM WINTERM WIN の 終了の 終了 [ Ex i t ]  [ Ex i t ]  ボ タ ンボ タ ン

本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す 。本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F12]  [F12] キ ーキ ー

◆固定文字列の 送出◆固定文字列の 送出

6464 バ イ ト の 固定文字列を 指定回数分送出す る こ と が 可能で す 。バ イ ト の 固定文字列を 指定回数分送出す る こ と が 可能で す 。

そ の 他、そ の 他、 送信間隔等も 指定で き ま す 。送信間隔等も 指定で き ま す 。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F1]  [F1] キ ーキ ー

[[送信送信] ] ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 固定文字列の 送出を 開始し ま す 。固定文字列の 送出を 開始し ま す 。

固定文字列の 送出を 中止す る に は固定文字列の 送出を 中止す る に は [ESC]  [ESC] キ ー を 押下し ま す 。キ ー を 押下し ま す 。

◆◆ RTSRTS ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キ ー ＋キ ー ＋ [ [F2F2] ] キ ー を 押下する と 、キ ー を 押下する と 、 RTSRTSラ イ ン がラ イ ン が ONON//OFFOFF交互に 切り 替わり ま す。交互に 切り 替わり ま す。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F2]  [F2] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： ONON

◆◆ DTRDTR ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キ ー ＋キ ー ＋ [ [F3F3] ] キ ー を 押下する と 、キ ー を 押下する と 、 DTRDTR ラ イ ン がラ イ ン が ONON//OFFOFF交互に 切り 替わり ま す。交互に 切り 替わり ま す。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F3]  [F3] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： ONON

WPWP--0303--100922100922

RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN
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Enet-BEnet-B　　 取り 扱い 説明書　取り 扱い 説明書　 20132013年年88月　 第月　 第2222版版

製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、保証期間内に 万一保証期間内に 万一

故障し た 場合、故障し た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、

受領後直ち に 梱包を 開け 、受領後直ち に 梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年で す 。当社発送日よ り １ カ 年で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て い ま す 。

保証書はご ざ い ま せ ん 。保証書はご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社は当社は

そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。

33 次の よ う な場合に は、次の よ う な場合に は、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

( 1)( 1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

( 2)( 2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は改造、あ る い は改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

( 3)( 3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の 災害、落雷等の 災害、あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障

お よ び 損傷。お よ び 損傷。

( 4)( 4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

44 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は補修用部品の 保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に部品メ ー カ の 製造中止など に

よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。

55 次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。次の よ う な場合有償で も 修理出来ない 時が あ り ま す 。 PCBPCB基板全損、基板全損、 I CI C全損など 、全損など 、

故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合。

66 製品故障の 場合、製品故障の 場合、 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み

修理と なり ま す 。修理と なり ま す 。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。

保証規定保証規定

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

Enet-BEnet-Bに 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザサ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ下さ い 。に 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザサ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わせ下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00
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※注１ Ａ Ｃ Ｋ ０ と Ａ Ｃ Ｋ １ の 正当な順番の

方を 受信し た 場合。

※注２ プ ロ グ ラ ム モ ー ド で はＲ Ｓ ２ ３ ２ Ｃ

非同期と な り 、 コ マ ン ド の み有効。

Ｅ Ｓ Ｃ コ ー ド あ る い はＥ Ｎ Ｄ コ ー ド

で Ｓ １ へ 戻る 。
※注３ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ モ ー ド の 場合は Ｓ ３ 移行時

に Ｄ Ｔ Ｒ －Ｌ と す る 。

Enet-B( V3. 0)

SYN受信

Ｐ １

FI N受信

Ｐ 2

DATA受信

Ｐ 3

ACK受信

Ｐ 4

RST受信

Ｐ 5

ﾀｲﾑｱｳﾄ

Ｐ 6

ﾘﾄﾗｲ終了

Ｐ 7

ENQ受信

Ｐ 8

ACK受信
※注1

Ｐ 9

Ｔ Ｃ Ｐ /Ｉ Ｐ の 事象

( 伝送ﾄﾗﾌﾞﾙ発
生)

Ｓ

１

Ｓ

２

Ｓ

３

Ｓ

４

Ｓ

５

Ｓ

６

Ｓ

７

Ｓ

８

Ｓ

９

Ｓ

10

発生事象

遷移状態

→Ｓ ５

→Ｓ １ ０

B： DATA

( ACK1消失）

→Ｓ ８

→Ｓ ６

B： ACK0再送

→Ｓ ６

→Ｓ ４

→Ｓ ２

→Ｓ １

B： ACK0

B： EOT

AUTOﾓー ﾄ゙ の場合

B： EOT

T： SYN
な し

な し

な し

な し

な し

な し

な しな し

な し

な し

な し

な し

な し

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ ２

→Ｓ ３

→Ｓ １

→Ｓ １→Ｓ ７

( 応答無し ）

T： RST

T: SYN/ACK

T: FI N/ACK

T： 再送DATA
B： EOT
T： RST

B： EOT
T： ACK

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

B： EOT

B： EOT

→Ｓ １

B： EOT

B： EOT

B： EOT

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １

→Ｓ １ →Ｓ １ →Ｓ １
T： RST T： RST T： RST

→Ｓ １

→Ｓ ５

※注７

→Ｓ ３ →Ｓ ４

T： FI N/ACK

( FI N/ACK消） →Ｓ １
Enet-Bか ら
FI N発行の
場合

→Ｓ ３ →Ｓ ９

T： ACK, FI N

B： ENQ 接続確認
ACKの 場合
は
T： ACK

→Ｓ ３

T： ACK, FI N

B： EOT

※注６

※注４→Ｓ １

→Ｓ ８

( DATA交錯）

B： EOT

B： ACK1

B： EOT
T： RST
→Ｓ １

( 再送DATA）

→Ｓ ２

→Ｓ ２

→Ｓ ４

→Ｓ ５

→Ｓ ６
T： ACK

T： ACK

T： ACK

( 半開設）

T: SYN/ACK

( SYN/ACK消）

T: SYN/ACK

TP/ I P

未開設

SYN手順

FI N手順

※注３

TI ME WAI T

TCP/ I P
開設中

ア イ ド ル 状態

BSCへ

ACK0出 力後

TCP/ I Pへ

※注５

凡例 Ｂ ： Ｂ Ｓ Ｃ へ の 出力パ ケ ッ ト

Ｔ ： Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ へ の 出力パ ケ ッ ト

こ の 事象が 発生し て も 無視さ れる

な し 存在し ない 事象

→ 移行す る 遷移番号

太枠 通常動作で の 遷移と 事象

（ ） 通常以外の 事象が 発生する 要因

備考

LFCR

( 半開設） ( DATA交錯）

( 半開設） ( 半開設）

( 再送DATA）

( 半開設）

( 半開設） ( DATA消失）

( 応答無し ）

( ACK1消失）

接続確認
ACKの 場合
は
T： ACK

接続確認
ACKの 場合
は
T： ACK

B： ACK1再送

T： RST

BSCへ

BSCへ

BSCへ

ACK1出 力後

DATA出 力後

DATA出 力後

ENQ出 力後

BSC
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正常DATA
受信

Ｐ １ 0

異常DATA
受信

Ｐ １ 1

NAK受信

Ｐ １ 2

EOT受信

Ｐ １ 3

DI SC受信

Ｐ １ 4

ﾀｲﾑｱｳﾄ

Ｐ １ 5

ﾘﾄﾗｲ終了

Ｐ １ 6

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑSW
※注2

Ｐ １ 7

DSR-H

Ｐ １ 8

DSR-L

Ｐ １ 9

LからHへ変化

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３

B： EOT
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ３
T： FI N/ACK

LI NEﾓー ﾄ゙ の場合

→Ｓ ２
T： SYN

LINEﾓー ﾄ゙ の場合

→ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑﾓー ﾄ゙

→ﾌ゚ ﾛｸ゙ ﾗﾑﾓー ﾄ゙

T： RST

→Ｓ １

→Ｓ １

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

なし

なし

なし

なし

なし

なし

→Ｓ ３

T： FI N/ACK

AUTOﾓー ﾄ゙ の
場合

→Ｓ ３

T： FI N/ACK

AUTOﾓー ﾄ゙ の
場合

B： EOT

→Ｓ ５→Ｓ ５→Ｓ ５

（ 受信不可）

T： RST
→Ｓ １

→Ｓ ５ →Ｓ ５ →Ｓ １

B： EOT
T： RST

B： ENQ

B： ENQ

T： RST
→Ｓ １ →Ｓ １
T： RST

→Ｓ ９

→Ｓ １ →Ｓ １ →Ｓ １ ０
T： RSTT： RST

→Ｓ ９

→Ｓ １ ０

B： ENQ

B：DATA
再送

（ DATA化け）

→Ｓ ８

→Ｓ ６

B： NAK

B： NAK

→Ｓ ７

→Ｓ ７

→Ｓ １

→Ｓ １

T：DATA

T：DATA

(連続DATA）

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

B： EOT
T： RST

（ 受信不可）（ 受信不可）

（ 受信不可）

（ 受信終了）

（ 受信不可）（ 受信不可）

（ 受信終了）

（ 応答無し ）

（ 応答無し ）

※注４ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト 長以上の デ ー タ を Ｂ Ｓ Ｃ か ら 受信の 場合は分割し て 送信す る 。

こ の 場合は、 Ｔ ： Ｄ Ａ Ｔ Ａ → Ｓ ７ で あ る 。

※注５ 連続Ｄ Ａ Ｔ Ａ パ ケ ッ ト の 場合は 、 Ａ Ｃ Ｋ ０ と Ａ Ｃ Ｋ １ が 交互と なる 。

※注６ 交錯時に 無視さ れる Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ か ら の Ｄ Ａ Ｔ Ａ は 、 Ｂ Ｓ Ｃ か ら 伝送後の

Ｔ Ｃ Ｐ ／Ｉ Ｐ 再送Ｄ Ａ Ｔ Ａ の 際に 伝送さ れる 。

※注７ Ａ Ｕ Ｔ Ｏ モ ー ド で Ｅ Ｎ Ｑ 受信か ら 移行し た 場合、 Ｂ ： Ａ Ｃ Ｋ ０ 、 → Ｓ ６

Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ モ ー ド の 場合、 Ｂ ： Ｄ Ｔ Ｒ －Ｈ 、 → Ｓ ５

※注８ 逐一変換モ ー ド を 選択し た 場合は、 こ の 遷移表の 限り で はあ り ま せん 。

の事象

状態遷移表


